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抄録 

本稿は，旧英領カリブ海諸島におけるヨーロッパ系白人のアイデンティティとしての白人性の多

様性に着目し，バルバドスとトリニダードを例に，白人性の違いやその特徴を探るものである．こ

の課題は，フランス系トリニダード人の白人性構築の過程について探った拙稿 “Constructing and 

Reproducing Whiteness: An oral history of French Creoles in Trinidad” (2016)[1] と“French Creoles in 
Trinidad: Constructing and Reproducing Whiteness” (2006) [2] において，フランス系トリニダード人が

他ヨーロッパ系白人と同一視されることが不本意であると強調していたことに端を発する．本稿で

は特に「ヨーロッパ系白人とは誰か」という問いを中心に，蓄積が少ないカリブ海地域の白人性に

関する実態の一端を明らかにすることを目指した．そのため2016年8月と2017年2月にバルバドスと

トリニダードを訪問し，ヨーロッパ系白人であると自己認識し，他者にも認識される者を対象にオ

ーラル・ヒストリーの聞き取りを行った．本稿で引用した各島5名分の語りの分析から明らかにな

ったのは，バルバドスのヨーロッパ系白人は自身の混血の事実を隠そうともせず，身体的特徴が許

す限りバルバドス社会ではヨーロッパ系白人として認識され，ヨーロッパ白人として名乗れるとい

うことである．他方，白人としての純血性が重視されるトリニダードでは，ヨーロッパ系白人は自

身の混血の可能性を否定し，異人種間結婚に嫌悪を示す者が多かった．バルバドス総人口の2.7％，

トリニダードの総人口の0.7％しか存在しないヨーロッパ系白人が，今後も「白人」であり続けるこ

とは，特にこのグローバル化が進んだカリブ海地域では困難である．そのような状況下においてな

ぜヨーロッパ系白人としてのアイデンティティを強固に持ち続けるのか．それについては，後続研

究としてヨーロッパ系白人と非ヨーロッパ系白人の交流に注視していきたい． 
 

１． はじめに 

南北アメリカ大陸と中南米地域に囲まれ，大西

洋へと開いているカリブ海地域の島々は，ヨーロ

ッパ諸国の間で領有権が何度も移動した歴史を持

つ．それに伴って社会構造が幾度も変化してきた

ため，人種・民族の人口構成や，使用言語も異な

る．そのためカリブ海地域を一体として捉えるこ

とは困難である．カリブ海地域の中でも特に英国

による植民地支配を経験した旧英領カリブ海地域

は，現在，アフリカ系やインド系，中国系やシリ

ア・レバノン系，そしてヨーロッパ系などの多民

族が各々の文化を保ちながら，平和的に共生して

いる非常に稀な地域である． 

カリブ海地域というと，いわゆる「ドレッドヘ

アのラスタマン」や，陸上競技で圧倒的な強さを

見せるアフリカ系選手のイメージが強いが，ヨー
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ロッパ系の人々も存在する．旧英領カリブ海諸島

の中で，ヨーロッパ系白人の人口が比較的多いの

は，バルバドスとトリニダードである．2017 年現

在，ヨーロッパ系白人はそれぞれ，バルバドスの

総人口比 2.7%[3]，トリニダード･トバゴの総人口比

0.7%[4]存在している．このように人口では圧倒的

に少数派ではあるが，彼らは植民地時代より経済

的・政治的・文化的影響力を持ち続け，社会では絶

対的な存在感を持ち続けている[5]． 

独立以降，バルバドスもトリニダードも，アフ

リカ系やインド系が政権を握っており，政治･司法

の世界には多くのヨーロッパ系白人は存在しない．

しかしヨーロッパ系白人が持つ経済力からか，ま

たその発言力からか，実質的には未だにヨーロッ

パ系白人がバルバドスとトリニダードを動かして

いる．それは非ヨーロッパ系市民がヨーロッパ系

白人に対して持つなんとも不思議な姿勢によるも

のだ．つまり植民地時代の名残で精神的な支配が

続いているのか，植民地時代には絶対的なマスタ

ーであったヨーロッパ系白人に対するコンプレッ

クスに基づく感情からか，何とははっきり言えな

い見えない力関係が存在しており，ヨーロッパ系

白人の言動や存在は必要以上に一目置かれている．

例えば，植民地時代から広大な土地を相続し続け

るヨーロッパ系白人が大打撃を受ける相続税や固

定資産税について，税率を上げようと試みた政権

もあったが，実現したことはない．本稿では，その

ような未だに特別な存在であるヨーロッパ系白人

社会の規模が比較的大きいバルバドスとトリニダ

ードにおける，ヨーロッパ系白人の白人性，つま

り非白人に対する白人としてのアイデンティティ

について焦点を当てる． 
 

２． 硏究概要 
本稿は，旧英領カリブ海諸島における白人性の

多様性に着目し，バルバドスとトリニダードを例

に，その二つの島におけるヨーロッパ系白人の白

人性の違いやその特徴を探るものである．その課

題は，執筆者の先行研究において，フランス系ト

リニダード人の白人性構築の過程を分析した際，

フランス系トリニダード人が他ヨーロッパ系と同

質の「白人」として分類されるのが不本意である

と強調していた[6]ことに端を発する．例えば観光

客のような，まったくの部外者がトリニダードを

訪問し，フランス系トリニダード人を見かけたら，

「白人」であると認識し，その人物の家族史など

の背景まで思いを馳せることはまずないであろう．

しかし当事者であるフランス系トリニダード人は，

「白人」として同じように見えたとしても，トリ

ニダードにおけるその家族の歴史やトリニダード

への愛着や貢献という観点から見ると，まったく

違うものであるから，非フランス系の白人と一緒

にして欲しくないと明言する者が少なくなかった．

現在のトリニダードに存在する非フランス系のヨ

ーロッパ系白人とは，イングランド系やスコット

ランド系，アイルランド系やドイツ系，スペイン

系やポルトガル系など[7]であるが，さらに身体的

特徴が似ていることからシリア・レバノン系も「白

人」として認識されることもある[8]．そこで，トリ

ニダードには「白人」の中にも，様々なアイデンテ

ィティが存在することが容易に想像できるように

なった． 

ではトリニダード以外のカリブ海地域の島にお

ける「白人」コミュニティはどうであろうか，と注

目したのが，バルバドスである．なぜなら，トリニ

ダードがスペイン統治からフランス移民流入を経

てイギリスから独立したのとは異なり，バルバド

スはイギリスにしか統治されておらず，イギリス

以外のヨーロッパ諸国からの組織的な移民の歴史

がないからだ[9]．そのため執筆者は，バルバドスの

ヨーロッパ系白人は，トリニダードのように父祖

のヨーロッパの出身国ごとのアイデンティティは

ないのではないかと予想した．そして，バルバド

スは他カリブ海諸島と比較し，「白人」人口比がわ

ずかに大きいため，非ヨーロッパ系市民との関わ

り方も異なるのではないかと考えたからである． 
現在，カリブ海地域に住むヨーロッパ系白人に

関する社会研究はほとんど存在しない[10]．また独

立後のカリブ海史にもヨーロッパ系白人の記述は

皆無に近く，まるで存在しないかのようだ[11]．非

ヨーロッパ系の人々は，一概にカリブ海地域のヨ

ーロッパ系白人を，植民地時代に非人道的な奴隷

制を通じて非ヨーロッパ系の人々の祖先を酷使し，

そうして不当に蓄えた巨富が現代にまで継承され

てきたため不平等に豊かな存在であると信じてい

る[12]．そのためヨーロッパ系白人は，植民地時代

から現代まで続く不当な富の配分に関して不満を

抱く非ヨーロッパ系の人々にとって，妬みと僻み

の対象である[13]．つまり，非ヨーロッパ系の人々

にとって，ヨーロッパ系白人は，植民地時代の終
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焉とともに存在ごと葬りたかった対象であった．

独立を機に政権を握る側になった非ヨーロッパ系

の人々は，ヨーロッパ系白人があたかも社会に存

在しないかのように，あえて彼らに関する記述を

しなくなったと考えられる． 

前述のとおり，カリブ海地域におけるヨーロッ

パ列強から独立以降のヨーロッパ系白人を対象も

しくは中心に据えた社会研究やエスノグラフィは，

管見の限り内外に多くは存在しない．このように

ヨーロッパ系白人側からの歴史的・社会的記録が

一部欠けている現在，特に独立以降の社会におけ

るヨーロッパ系白人の経験を記録する必要がある

と考え，本研究では個人の経験が「証言」として歴

史叙述に利用されるオーラル・ヒストリー法を選

択した． 

執筆者は，バルバドスとトリニダードにおいて，

2016 年 8 月と 2017 年 2 月の 2 回，ヨーロッパ系

白人に対しオーラル・ヒストリー聞き取り調査を

行った．本稿は，オーラル・ヒストリーを通じて，

イギリスからの独立を境に少数派となり，独立以

降の歴史的・社会的記述にほとんど存在してこな

かったヨーロッパ系白人の興味深い個人の人生や

生活の他，実際には社会においてどのような経験

をしてきたかについて記録することを目指した．

そして，その聞き取りを通じて入手した彼らの語

りから，個人の経験を複数積み重ねて分析するこ

とで，ヨーロッパ系白人のアイデンティティであ

る白人性がどのように構築されてきたのかを明ら

かにする一端を担うことができると考えた． 

そのため本稿は，バルバドスとトリニダードに

おいて非ヨーロッパ系白人である他者との関係か

ら構築されたヨーロッパ系白人の白人性の特徴と

その構築過程を提示し，比較することを目的とし

た．つまり，ヨーロッパ系白人のオーラル･ヒスト

リーによる語りから，①アフリカ系やインド系な

どの非ヨーロッパ系市民と共に構成されている複

合的な社会階層・階級，②その複合的な社会階層・

階級の中で経験する人種的・文化的軋轢，③その

軋轢を通じて，ヨーロッパ系白人は非ヨーロッパ

系市民とどのような関係を築いてきたか，④ヨー

ロッパ系白人は非ヨーロッパ系市民との違いをど

のように認識したのか，について明らかにしたい．

しかしバルバドスとトリニダードのヨーロッパ系

白人の白人性を明らかにするという点で先駆的な

研究でありたいと願っているが，紙面の関係上，

調査結果すべてについての考察を本稿で行うのは

難しい．そのため本稿では，上記①～④について，

バルバドスとトリニダードにおける「ヨーロッパ

系白人とは誰か」という問いを中心に，その実態

の一端でも明らかにすることを目指した．今まで

記録されたことのないバルバドスとトリニダード

のヨーロッパ系白人の語りを提示し，両島の白人

性研究の第一歩となることを期する． 

なお本稿では，祖先がヨーロッパ諸国からカリ

ブ海地域に移住し，自らをヨーロッパ系白人だと

自覚し，他者からもヨーロッパ系白人であると認

識されている者を「ヨーロッパ系白人」と呼ぶ．彼

らこそが本研究の対象である．カリブ海地域には

様々な「白人」が存在し，時には中南米からの移住

者やシリア･レバノン系など身体的特徴がヨーロ

ッパ系白人に近い者も「白人」と分別されること

がある[14]．そのような非常に不安定な「白人」は，

本稿の趣旨とは合わないため取り上げない． 
 

３． 先行研究 

3.1. カリブ海地域の歴史背景 

15 世紀後半のコロンブスによる「新大陸発見」

以来，1494 年にローマ教皇により新大陸征服の優

先権を認められたスペイン[15]は，16 世紀にはカリ

ブ海全域の領有権を主張した．しかし実際には，

スペインの関心は金銀などの資源が埋蔵する中南

米の支配に傾いていたため，カリブ海においては

イスパニョーラ，キューバ，プエルトリコ，ジャマ

イカ，トリニダードといった比較的大きな島しか

植民地化されなかった．そして植民地化が進めら

れても，その度合いはまちまちであった．例えば，

1496 年にコロンブスの弟が南北アメリカ初のヨー

ロッパ人による都市サント･ドミンゴをイスパニ

ョーラに建設したが，その繁栄ぶりは現在も残る

宮殿風の住宅や荘厳な教会を含む町並みからもう

かがえる．他方，1498 年にコロンブスの第 3 回航

海で「発見」されてスペイン領となったものの，ト

リニダードは植民地として開拓されずに放置され

続けていた[16]． 

17 世紀にはトリニダード近隣のカリブ海南東の

小アンティル諸島の領有権を巡り，イギリスやフ

ランス，オランダやデンマークなどのヨーロッパ

列強が進出してきた．そのためカリブ海地域には，

1814 年にイギリス領となる以前の 316 年間に，オ

ランダ，フランス，イギリスの間で領有権が 31 回
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移動したトバゴ[17]や，1674 年から 1814 年までに

フランスとイギリスで領有権が 13 回移動したセ

ントルシア[18]のような島々が少なくない．それと

は対照的に，バルバドスは 1627 年から 1966 年に

独立するまで一貫してイギリスの植民地だった[19]． 

こうして 15 世紀からヨーロッパ列強はカリブ

海地域の植民地開発を始めた．これから独立まで

の植民地時代には，殺掠や過重労働の強制，また

ヨーロッパから持ち込まれた疫病により，先住民

は限りなく絶滅に近い状態にまで激減した[20]．そ

れに代わる労働力として，カリブ海地域には世界

各地から労働力が集まってきた．まずイギリスは，

当時増え続けていたアイルランドやスコットラン

ド，イングランドの貧困層や政治犯を，使い捨て

労働力として島に送りつけた[21]．そのうち強制的

にカリブ海地域のバルバドス，ジャマイカ，モン

セラートなどに送り込まれたアイルランド人は約

6 万人[22]に上るとされる．これに並行して，イギリ

ス全土から年期契約労働者も海を渡った[23]．また

奴隷としてアフリカ大陸より連行された労働者は，

諸説あるが，573 万人[24]にも上るとする説もある．

加えて，インドから 55 万人[25]，中国から 60 万人
[26]，ジャワ島から 3 万人[27]の年期契約労働者が導

入された．さらに，産業革命後にはヨーロッパか

ら農業移民もやってきた[28]．こうして植民地時代

のカリブ海地域には，プランテーション領主であ

るヨーロッパ系白人や植民地政府役人を支配層と

する世界各地からの労働者が共生する多民族・多

文化社会が形成された． 
 

3.2．カリブ海地域のヨーロッパ系白人 
このようにカリブ海域におけるヨーロッパ系白

人は，「新大陸を発見」し，絶対少数派として圧倒

的な支配者であり続けてきた者だけではなかった．

むしろヨーロッパ系白人の中では，孤児や戦争未

亡人などの貧困層，政治犯や農業移民などの方が

大多数を占めていた[29]．その結果，カリブ海地域

におけるヨーロッパ系白人社会には，出身や出自，

宗教や職業など，様々な細かい基準に基づく，階

層が構築されていった[30]．それに加え，植民地時

代のカリブ海地域のヨーロッパ系白人は，出自も

教育水準もカリブ海域への愛着も様々だった[31]．

例えば，数年単位で異動しなければいけないイギ

リス人の植民地政府下級役人と，革命で帰る祖国

を失ったフランス王党派貴族とでは，カリブ海地

域での滞在に何を求めるかなど，あらゆる面で相

容れないものがあっても当然である． 

アメリカの公民権運動の影響を受けた 1970 年

代には，カリブ海地域でもアフリカ系住民を中心

としたブラック･パワー運動が活発化した．その際

には特に，植民地時代から続くヨーロッパ系白人

を頂点とする，人種・民族を基準とした社会階層

とそれに伴う不平等な富の配分の是正が叫ばれた．

つまり社会的には少数でありながら，政治的・経

済的・文化的には強者であるヨーロッパ系白人に

対し，不満の矛先が向けられた[32]．結果として，

多くのヨーロッパ系白人が欧米へ移住した一方，

一部のヨーロッパ系白人は，植民地時代と同じよ

うな経済的・政治的特権を享受し続けることが可

能な環境に留まることを選んだ[33]．  

現代の旧英領カリブ海地域のヨーロッパ系白人

人口の構成を見ると，先述のように植民地政府へ

派遣された役人の子孫，新天地カリブ海域に移住

してきたエリート入植者の子孫，年期契約労働者

の子孫，イギリスやアイルランドから送り込まれ

た貧困層や政治犯の子孫，カリブ海地域での避寒

を目的として生活する現代の富裕層や年金生活者

など，依然として多様である．そのように多彩な

背景を持つ現在のカリブ海地域に住むヨーロッパ

系市民は，非ヨーロッパ系市民からは一概に富の

象徴と見られており，僻みやねたみ，また憧れの

対象として見られることが少なくない[34]．なお現

在のカリブ海地域のどの島にも，少数であっても

ヨーロッパ系白人コミュニティは必ず存在し，各

国の法律では人種･民族や信条による差別を禁止

している[35]． 
植民地時代にヨーロッパから移住してきたカリ

ブ海地域のヨーロッパ系白人については，前述の

とおりプランテーション領主や年期契約労働者，

犯罪者や植民地政府役人など，多彩な背景を持つ

にも関わらず，一概に非人道的な奴隷貿易･所有か

ら形成した莫大な富を継承しているとされ，現代

でも好意的に見られることはまれである．そのた

めイギリスからの独立以降，植民地時代に被支配

層であったアフリカ系やインド系市民が政権を担

うようになってからは，ヨーロッパ系白人はあた

かも存在してこなかったかのように，伝統的な歴

史資料から排除されてきた．さらに学術的にも，

彼らはカリブ海地域を開拓し，著しい経済的・文

化的貢献を行ってきたにもかかわらず，研究対象
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になってこなかった[36]． 
その理由には二つあると考えられる．一つは，

非ヨーロッパ系市民が自らの祖先が虐げられてき

た歴史を強調することで，自らを歴史の主軸に置

くことが可能となり，その結果，現代社会の中心

にいられること．二つ目に，非ヨーロッパ系市民

は，ヨーロッパ系白人に対し，一方的に「搾取者」・

「弾圧者」といったレッテルを貼って周縁に追い

やり，自らを社会の中心に置くことで満足感を得

ているという側面があるが，ヨーロッパ系白人に

は，こうした仕組みによって，現在，非ヨーロッパ

系市民との表面的な軋轢が回避され，平和に暮ら

せるならそれでよしと，この流れを看過する傾向

がある．そのため，カリブ海地域のヨーロッパ系

白人については，現在においても最も未開な研究

分野となっている．これはアフリカ系・インド系

市民など非ヨーロッパ系市民に関する歴史･社会

研究が盛んに行われている実態と間逆であり，カ

リブ海地域におけるアンバランスな歴史･社会観

を生み出している． 

またカリブ海地域の中国系に関しては，本邦で

も柴田[37]や前山[38]などの研究が存在するが，大々

的にカリブ海地域における現地発の中国系の歴史

や社会的貢献の研究が始まったのは，中国からの

カリブ海地域への組織的な移民流入が始まった

1806 年から 200 周年を経た 2006 年頃である[39]．

トリニダードでは，中国移民 200 周年を記念した

中国政府からの助成を受け，在トリニダードの中

国大使館主導で，中国系を中心にした研究者が多

くの研究を発表した[40]．なお 2013 年にフランス政

府も，在トリニダードのフランス大使館を通じて，

フランス系移民がトリニダードへの組織的な移住

を開始した 1783年の 230周年記念事業の一つとし

て，トリニダードにおけるフランスやフランス人，

またフランス系トリニダード人の業績を纏めよう

としたものの，頓挫したようである[41]． 

非ヨーロッパ系トリニダード人がフランス系を

はじめとするヨーロッパ系白人のトリニダード人

のことを好ましく思っていない様子は，2016 年に

一人のフランス系女性がトリニダードの日刊紙で

あるエクスプレス紙に，アフリカ系トリニダード

人の生活態度への不満を投書し，その内容への反

論が紙面とネット上で「炎上」した，その激しさか

らもわかる．元の投書は当日のうちにエクスプレ

ス紙が掲載を取りやめたが，転載された記事と

人々の激しい反応は今も一部を読むことができる．

その中には，「フランス系トリニダード人がプラン

テーションで我々の祖先を奴隷としていたぶり苦

しめた悪行を忘れるな」という趣旨の読者からの

投稿が目立った[42]．そのような匿名で行われる紙

面やネット上でのヨーロッパ系白人に対する攻撃

の激しさにも関わらず，実際にはヨーロッパ系白

人たちが身体に危害を加えられたりすることはな

かった．しかし匿名だからこそ言えてしまう非ヨ

ーロッパ系市民のヨーロッパ系市民に対する僻み，

妬み，憎悪は相当なものであることがわかると同

時に，実社会において対面ではそれらを表さない

マナーを心得ていることも特筆すべきであろう．

このような社会環境の中，現在のカリブ海地域の

多民族社会を構成する要員のうち，ヨーロッパ系

白人についての植民地時代以降のエスノグラフィ

だけは極端に少ない．それは単にヨーロッパ系白

人の全体的な人口が少ないという理由だけではな

く，歴史的また政治的な背景があることは確かで

ある． 
 

3.3. バルバドス 
カリブ海の最東端に位置し，約 431 平方キロメ

ートルの平坦な島であるバルバドスは 14 世紀に

はポルトガル人が上陸を果たした[43]ようだが，

1627 年からイギリスが本格的に植民地化を始めた．

バルバドスに新天地を求め，植民地開発を開始し

た入植者は，ヨーロッパの生活様式をそのまま持

ち込んだ[44]．そのため，彼らは入植に際し，家族

の身の回りの世話や家事を担当する使用人が必要

だった．バルバドス入植に関する文書によると，

イングランド人ヘンリー･パウエルは，1627 年に

10 人のアフリカ人奴隷と 80 人を連れてバルバド

スに入植したと記録されている[45]．この 80 人の内

訳は不明であるが，家族と使用人，また労働者な

どであると考えられている．さらにはその 3 ヵ月

後には，労働者と記録された男女が 2 艘の船でイ

ングランドからバルバドスに到着している[46]．バ

ルバドスを開拓するためにも労働者は必要であっ

たが，それよりも入植者が持ち込んだヨーロッパ

の生活様式を支えるためには，ヨーロッパの労働

者階層の入植者が必然的に多く必要だった．例え

ば，新たな入植地に建設した大邸宅での生活には，

掃除や洗濯，裁縫や料理，乳母にいたるまで，それ

ぞれを担当とする何人もの女性使用人が必要であ
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った．また執事や従者，家畜や自家農園の世話を

する多くの男性使用人も必要であった． 

クロムウェルがアイルランド侵攻に成功した後，

1650 年頃からは，イングランドはアイルランドの

カトリック・エリートへの弾圧を強め，アイルラ

ンドの荒野への移住を強制した[47]．それに従わな

かったカトリックの地主層をバルバドスへ強制送

還し，死ぬまで重労働を課した．バルバドスへ送

還されたことは当時の英語の言葉で「Barbadosed」

と呼ばれ，死刑宣告に等しかった[48]．こうして，

イングランドの植民地的性格が強くなったアイル

ランドやスコットランドから，労働力としてバル

バドスに連れて来られたカトリックの地主層，孤

児や売春婦，犯罪者や貧困街で誘拐された子ども

たちの人数は，約 6 万人にも上った[49]．それと同

時に年期契約労働者としてバルバドスに渡った者

も多かった．このようにヨーロッパからも労働力

が流入し続けた結果，1816 年のバルバドス国勢調

査[50]によると，支配者層や植民地政府役人なども

含めた 16,020 人のヨーロッパ系白人が存在し，そ

の 9 割がバルバドス生まれのアイルランド系で第

6 世代以降であるとの記録がある． 
アイルランドからバルバドスへのカトリック･

エリートの強制入植と平行し，アフリカからもバ

ルバドスに大量の労働者が奴隷として導入された．

1655 年にはヨーロッパ系白人の人口が 23,000 人

だったのに対し，アフリカ人奴隷は 20,000 人であ

った[51]．しかし，1684 年にはヨーロッパ系白人

19,568 人に対し，アフリカ人奴隷は 46,602 人と激

増していった[52]．これらのアフリカ人奴隷は，ア

イルランドから強制送還された者や年期契約労働

者と同様に，サトウキビ･プランテーションへ労働

力として導入された．このようにアフリカ人奴隷

である黒人とアイルランド労働者である白人が，

人種別の分業もなく，完全に同じ内容の作業を行

っていたプランテーションを有する島は，カリブ

海地域でも数少ない[53]． 
バルバドスが他の多くのカリブ海地域の島々と

異なる点は，一貫してイギリス領だったことであ

る．それと同時に，サトウキビ・プランテーション

の労働力に，アフリカ人奴隷と同様に，多数のヨ

ーロッパ系白人労働者が用いられていたことであ

る．現在は，その当時，被支配者層に属していたヨ

ーロッパ系白人労働者の子孫を見つけるのは難し

い．現在は子孫の多くが議員や弁護士，会社経営

や学者として成功し，社会のエリートの仲間入り

をしているため，絶対数が少なくなっているから

である．しかし未だに，カリブの強烈な太陽の下

で農作業をすることにより，脚が焼け爛れて赤く

なって「レッドレッグ」と呼ばれ，貧困に苦しむア

イルランド系労働者の子孫も存在する[54]．したが

って，現在のバルバドスのヨーロッパ系白人は，

植民地時代の支配者層の子孫や，アフリカ人奴隷

と同様の労働に従事していた労働者の子孫など，

さまざまな背景を持つ． 
 

3.4. トリニダード 

トリニダードは，カリブ海の最南端に位置し，

南米大陸のベネズエラから 11 キロしか離れてい

ない約 5,131 平方キロメートルの山がちな島であ

る．1498 年にコロンブスが上陸し，スペイン領土

となったものの，植民地として開発されることも

なく放置され続けた．そのため，コロンブス上陸

から 274 年を経た 1772 年においても，スペイン人

入植者 326 人と先住民 417 人しか確認できないほ

どであった[55]．しかしその頃，東カリブ海地域へ

の進出が目立ってきていたイングランドに対抗す

るため，スペイン政府は 1783 年，カトリック同盟

国であるフランスの仏領カリブ海諸島から移民を

募集し始めた[56]．そこにフランス革命やハイチ独

立が追い風となり，フランス本土や，グアドルー

プやマルティニークなどの近隣仏領カリブ海諸島

から，また 1763 年にフランスからイギリスに領有

権が移ったグレナダから，フランス語を話し，フ

ランス文化を持つ，フランス人たちが大挙して移

住してきた．その内訳は，フランス王党派貴族が

計 158 世帯[57]，そしてフランス人や自由黒人の農

園主と，彼らがそれぞれ所有する大量のアフリカ

人奴隷である．トリニダードへの入植を促進した

いスペイン政府は，税制面での優遇や広大な土地

の無償供与を行うなど，入植者に対し特別待遇を

保障した[58]．それが功を成し，フランスからの移

民へ門戸を開ける 10 年前の 1773 年には 1,000 人

に満たなかったトリニダードの人口は，門戸解放

14 年後の 1797 年には，18,627 人に激増したと記

録されている[59]．よってトリニダードのフランス

系移民は，移住当初からコットン，コーヒー，カカ

オ，サトウキビなどのプランテーションを展開し

莫大な財産を成した． 

その後 1797 年に実質的にイギリス領となった
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トリニダードは，1802 年にフランス革命戦争の講

和条約により正式にイギリス領となった[60]．1808

年の人口調査は，ヨーロッパ系白人 2476 人を出身

別に分けており，その内訳は，イングランド 147 人，

フランス 781 人，スペイン 459 人，コルシカ 36 人，

ドイツ 29 人，その他 24 人であった[61]．これだけ

圧倒的にフランス系移民が多かったこと，またフ

ランス系移民は母国でも医療や法律など専門職に

就いていた知識階層が多かったことから，トリニ

ダードの経済・政治・文化はフランスの影響を強

く受けた．当時の新聞の一部はフランス語で出版

され[62]，法律はフランス語で記述され[63]，現在も

首都ポート・オブ・スペインのダウンタウンの目

抜き通りにはフレンチ・コロニアル形式の建造物

が並んでいる． 

トリニダードで実質的に奴隷制が終焉を迎えた

1838 年以降は，東カリブ諸島から流入した自由黒

人や，奴隷に代わる労働力として輸入したインド

や中国からの年期労働者，またポルトガルからの

移民が，ヨーロッパ系白人が領主としてアフリカ

人奴隷の労働力を搾取し尽くしながら巨富を築い

ていたサトウキビ・プランテーション経営を支え

た．しかし中国とポルトガルからの労働者は，移

住後比較的早い時期からラム酒や日用品の小売店

を経営する者が多かった[64]とされ，実際には，プ

ランテーション労働に従事するのは，アフリカ系

とインド系が大部分を占めていた． 

その後 1900 年前後に現在のシリア･レバノンに

あたる地域から，オスマン帝国によるキリスト教

徒迫害から逃れてきた人々が移住してきた[65]．彼

らは，移住当初から布地の行商を行い，次第に布

地の小売店を展開し，ビジネスで成功を収めた[66]．

そして白い肌などの身体的特徴や改宗カトリック

であること，裕福であることなどから，ヨーロッ

パ系白人社会の一員とみなされることもある[67]．

こうして現代のトリニダード社会には，プランテ

ーション領主層の子孫であるヨーロッパ系白人を

頂点とする，人種･民族ごとに分断され，階層化さ

れた多民族社会が構築された． 

このトリニダード社会の人種・民族ごとの分断

を推し進めたのは，トリニダード・トバゴがイギ

リスから独立して初めて擁立した首相であり「建

国の父」と呼ばれるエリック･ウィリアムズである．

アフリカ系で西欧帝国主義批判の理論家であると

名高いエリック･ウィリアムズは，アフリカ系市民

の植民地支配からの精神的な解放を推進したとし

て，一昔前までは英雄扱いをされていた．しかし

独立後 50 年経った現在，彼のアフリカ系に特化し

たエンパワーメント政策は，黒人優越主義者など

の一部の国民以外には評価は芳しくない[68]．なぜ

なら，アフリカ系と同じようにトリニダードの構

成員であるのにも関わらず，ヨーロッパ系白人を

迫害し，結果的にトリニダードにおける人種間の

軋轢を助長したからだ[69]．これはフランス系とア

フリカ系の混血であるエリック･ウィリアムズが，

強いアフリカ系の身体的特徴を持つことにも要因

がある．ヨーロッパ系の身体的特徴を持つ従兄弟

は嫡出子扱いを受けたのに，エリック･ウィリアム

ズは非嫡出子として祖父から財産分与を受けられ

なかった他，家族として認められなかった[70]．「肌

の色が黒いがために同等の権利を与えられなかっ

た」という経験と，白い肌に対するコンプレック

スが，エリック･ウィリアムズを植民地時代の支配

者層であったヨーロッパ系白人に対する徹底的な

批判に駆り立てた． 

執筆者のフランス系トリニダード人に関する先

行研究[71]は，植民地時代に領主層であったトリニ

ダードの人口 0.02%を占める純血な白人の血統を

誇るフランス系市民[72]が，現代のトリニダードに

おいても文化的・品性的・宗教的・経済的優位性の

主張を通じ，植民地時代の白人優越性信仰を現代

まで継承していることを明らかにした．さらに自

らを，アフリカ人奴隷や労働移民，またイギリス

系のような非貴族･非地主系の労働者階層のヨー

ロッパ系白人と区別するため，フランス貴族の出

自と高い教養，またプランテーション所有階層で

あることに強い誇りを持ち，誰よりも自らの優位

性を主張することも検証した． 
 

3.5. 白人性とはなにか 

人種問題の研究というと，社会の少数派と多数

派の関係改善や，少数派の地位改善を視野に入れ

た研究が行われてきた．例えば，アメリカではア

フリカ系アメリカ人や先住民に関する事例[73]や，

イギリスでは南アジア出身の移民に関する事例[74]，

フランスではアラブ系の移民に関する事例[75]を，

白人が多数派として住む社会でどのように白人が

それらの事例に対処し，平和的共生が達成できる

のかを副次的な目標として，白人の立場から研究

しているものが少なくなかった[76]．しかし，それ
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らの少数派の事例が発生する原因を作り，事例を

問題と捉え，それを問題化するのは，多数派とし

ての白人であり続けてきた．このように近年まで

の人種研究は，白人が普遍的な存在としての模範

として，また基準として，非白人を観察してきた
[77]．こうして，白人は自らが模範となることで，

また自らを基準と設定することで，人種問題の研

究対象となってこなかった． 

しかしいくらアフリカ系アメリカ人のアメリカ

における諸問題に関する研究をアフリカ系アメリ

カ人のみを対象とした研究を続けても，その実情

が明らかになるだけである．またオーストラリア

のアボリジニの諸問題に関する研究をアボリジニ

のみを対象とした研究を続けても，彼らの諸問題

の詳細が明らかになるだけである．そういった研

究では，社会の少数派が社会で直面する問題の解

決や，少数派と多数派の共生社会の考究にはつな

がらない．そこで，その諸問題の解決方法を探る

ためには，その問題が発生した社会環境の原因と

なった多数派である白人側の「白人問題」研究の

必要性が認識された[78]．こうしてアメリカを中心

に盛んとなったポストモダン的な白人（性）研究

は，オーストラリア，ヨーロッパ，中南米，日本，

アフリカ，そしてカリブ海地域にまでその対象を

拡大した[79]． 
本稿で取り上げるバルバドスとトリニダードの

白人性に関する先行研究は未だ多くは存在しない．

バルバドスに関しては，歴史研究の延長としてベ

クルズ[80]，ジョーンズ[81]，シェパード[82]などが白

人性を取り上げている．トリニダードに関しては，

ベッソンの自らの家系を辿ったフランス系の歴史

研究[83]や，執筆者のフランス系市民の白人性構築

に関する研究[84]が主なものとなっている． 

その白人性の要素の一つとして挙げられるのは，

白人は非白人に対し，根拠のない差異を認め，そ

の自らの優越性を信仰し，他方を抑圧しようとす

る習性を持つ傾向が多いことである．例えば，世

界の一部地域では，「黒い肌の人間は白い肌の人間

よりも暴力的で非文化的であるため，より優れて

いる白い肌の人間が，より劣る黒い肌の人間に対

し，第二市民以下の扱いをすることは許容される」

という思考のもと，社会が構成されてきた[85]．そ

して，このような社会構造の中で，常に普遍的な

基準である白人が持つ性質，いわゆる白人性は，

多くの場合，そこに社会的経済的特権を含むもの

である．さらに白人性は，時代と場所により異な

る意味を併せ持つ，流動的な概念である[86]．つま

り白人というカテゴリーに属す人間とその「白人」

が持つ性質は，例えば 19 世紀のニューヨークと 21
世紀のニューヨーク，19 世紀のニューヨークと 19

世紀のロンドン，さらには 19 世紀のニューヨーク

と 21 世紀のロンドンでは，それぞれ同質でない．

他方，「白人」のカテゴリーに属さないその他の人

間は，普遍的な基準としての白人との差異によっ

て，様々な人種や民族のカテゴリーに区分され，

階層化されると同時に，白人としての基準に満た

ない人間として，白人より下層部に属す人間とさ

れた[87]． 
 

3.6. カリブ海地域の白人性 

植民地において，支配者層としての白人が持っ

ていた白人性は，藤川[88]が指摘するように，人間

の基準として作用し，被支配者層の精神を拘束し

た．同様に，植民地時代のカリブ海地域において

も，支配者層の白人は，道徳的で文化的，知性があ

り裕福である，そのため到底かなわない存在であ

ると被支配者層が信じるに至った．しかし，先に

述べたように，白人であることの属性とその白人

性は，時と場所が変われば，まったく異なるもの

である．特にカリブ海地域においては，誰がヨー

ロッパ系白人かということは，島ごとの歴史やそ

れに伴う社会構造の変遷と深く関連している．ま

た白人が非白人との対照としてのアイデンティテ

ィである白人性を構築する過程において，異文化

との混交が与える影響も島ごとに様々である．な

ぜなら，島ごとに社会に存在する異文化の要素が

異なるからである．そのため異なる過程を経て構

築された白人性が，カリブ海地域の島それぞれで

異なったものになるのは当然である． 
植民地時代のヨーロッパ系白人プランテーショ

ン領主は，すべての労働者にとって絶対的存在で

あった．その「白い人は金持ちで優れていて偉い」

という観念は，残影のように価値観として現代社

会にも一般的に存在する[89]．そのため，有益で良

いことである「白いこと」に対しあこがれを抱き，

白さを追求する感覚が存在する．それは今もなお，

植民地時代と同様に，肌の色を基準とした社会の

中での差別や優遇が現実的に存在するためであろ

う．つまり肌の色が白い方がより美しいとされ，

白い方が職場や学校など様々な場面で恩恵を受け
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ることができる．そのため，特に女性が肌を化学

的に漂白することは珍しいことではない[90]．いく

ら人工的に肌を白くしても，ヨーロッパ系白人に

はなれないのだが，肌が白いことで享受すること

ができる恩恵は相当な社会的価値を持っているこ

とは確かである． 

とはいえ，完全なヨーロッパ系白人の身体的特

徴は好まれないようである．なぜなら植民地時代

の支配者そのものの姿だからだ．良いとされるの

は，純血のヨーロッパ系白人でもなく，アフリカ

系そのものの姿でもなく，限りなくヨーロッパ系

白人に近い混血の容姿である．それは，ニュース

番組のキャスターやテレビ CM に登用されるモデ

ルを見ると明らかである．  

現代のカリブ海地域のヨーロッパ系白人は，「真

っ白な白人」がいる一方で，明らかに混血の形跡

が身体的特徴に見られたり，「白」でも濃淡が見ら

れたりするようになってきた[91]．このことから，

異人種間の交配が増えていることがわかる．特に

バルバドスでは，植民地時代に肌が黒いアフリカ

人奴隷と，肌が白いアイルランド労働者が同じ労

働をしていたことから，異人種との交流に対する

抵抗が比較的少ないため，他カリブ海地域に比べ

ると，植民地時代から混血が進んでいるとの報告

もある[92]．執筆者は，現地調査の際に，身体的特

徴はヨーロッパ系白人そのものであるが，3 代前

まで遡るとアフリカ系が混血していたり，またそ

の逆で，身体的にはアフリカ系そのものであるが，

2 代前にはヨーロッパ系白人が混血していたり，

見た目では混血の有無が明確ではないことを体験

した． 
他方，執筆者は先行研究[93]において，トリニダ

ードのフランス系白人の一部は白人としての純血

性や貴族性を誇るあまり，近年までフランス人や

カリブ海のフランス系白人以外とは結婚しなかっ

たことを明らかにした．植民地時代を経験した世

代のトリニダードのフランス系白人は，現在は絶

対的な人数が少なくなったため，フランス系白人

の配偶者をカリブ海地域で見つけることは難しい

とは理解していた．しかし，それでもカリブ海地

域で由緒正しいヨーロッパ系一族か，フランス本

土から配偶者を見つけることがフランス系白人と

して正しいことであるとの見解を示していた．そ

こまでして「白いこと」にこだわるのである． 

各種統計によると，現在のカリブ海地域に占め

るヨーロッパ系白人の人口割合は，0.06％のガイ

アナ[94]や 0.2％のジャマイカ[95]，76%のプエルトリ

コ[96]や 64.1％のキューバ[97]まで，その差は大きい．

しかし誰がヨーロッパ系白人であるかという定義

は，全世界を見渡しても存在しない．なぜなら厳

密に定義するのは不可能であるからである．例え

ば，プエルトリコの人口調査では，全人口の白人

の割合が 1910 年から 1920 年の 10 年間で 7.5%も

増加し，また 1899 年から 1950 年までの 51 年間で

は 17.9%も増加した「白人化」現象が見られる[98]．

これはアメリカ合衆国政府がプエルトリコ自治政

府に人口調査を行う際に指示した人種カテゴリー

の内容変化に起因するものである．プエルトリコ

にヨーロッパ系白人が大挙して移住を行ったとい

うわけではない．ヨーロッパ系白人と混血してい

れば身体的特徴が何であれ白人カテゴリーに属す

ことになったり，黒人と白人の混血のカテゴリー

である「ムラト」のカテゴリーが廃止されたりし

たことにより，必然的に人口調査上は白人の人口

が増えたのである．このように誰がヨーロッパ系

白人かという問題は，社会的・政治的に巧みに操

作されている．よって下記の表 1[99]では，各々の社

会で自らをヨーロッパ系白人であるとする自己申

告による数値が現れている． 

表 1．人口調査にみるカリブ諸島のヨーロッパ系人口 

   

国・地域 全人口に占める割合 白人人口

バルバドス 2.7 7,893

トリニダード・トバゴ 0.7 7,832

トリニダード島のみ 0.7 7,390

ジャマイカ 0.2 5,981

グレナダ 0.4 4,293

セントルシア 0.6 9,900

ドミニカ国 0.8 5,434

ハイチ 1.4 149,053

セントビンセント・

グレナディーン諸島
1.4 1,535

アンティグア・バーブーダ 1.7 1,752

セントキッツ･ネービス 2.1 1,019

バハマ 4.7 15,509

ドミニカ共和国 13.5 1,449,123

キューバ 64.1 7,145,487

プエルトリコ 75.8 2,540,685



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 28 2018 

 

旧英領カリブ海地域における白人性の多様性 669 

 

このように，誰が白人であるかということにつ

いてはカリブ海地域の基準という大枠で語ること

はできず，カリブ海のそれぞれの島で誰が「ヨー

ロッパ系白人」であるかという基準が存在すると

考えられる．そのため本稿は，カリブ海地域に住

む多様な背景を持つヨーロッパ系白人の白人性は，

島ごとに異なり，同一でないという見地に立って

いる． 

 

４． 現地調査 

4.1. 白人性をめぐるオーラル･ヒストリー聞き

取り調査 
 (1) 対象 

 2016 年 8 月と 2017 年 2 月にバルバドスとトリ

ニダードに渡航し，それぞれの島におけるヨーロ

ッパ系白人としての経験をテーマに聞き取り調査

を行った．聞き取り調査対象者は，3 世代以上カリ

ブ海地域に住むバルバドスもしくはトリニダード

の 18 歳以上の男女で，ヨーロッパ系白人であると

の自己認識を持ち，またヨーロッパ系白人コミュ

ニティからも白人であると認識されている人物と

した．これは先述の，誰が白人かという問題であ

る．例えば自分が白人であると思う人物が必ずし

もヨーロッパ系白人社会においては白人として見

られていなかったりすることもあり，そうすると

当該人物が社会で経験するさまざまな事柄の語り

は，興味深くはあるが，本研究の対象にはなり得

ない． 

 対象者の選別は，バルバドスにおいては海外研

究協力者にインタビュー日時の調整と共に一任し

た．トリニダードでの調査に関しては，海外研究

協力者として業務委託した人物が突然失踪したこ

ともあり，執筆者が現地に渡航する数日前から渡

航中の機内においても，ありとあらゆるコミュニ

ケーション・ツールと人脈を駆使し対象者の選別

を行った． 
 

(2) 聞き取り調査参加者 

本稿で引用する語りを提供して下さった方々は以

下のとおりである．下記の表 2 の名前一覧は，調

査参加者が自分自身につけた偽名，もしくは執筆

者が調査参加者の匿名が守られるようにあてがっ

た名前である． 
 

 

表 2．聞き取り調査参加者属性 

 

(3) 方法 
 オーラル･ヒストリー手法を用いた聞き取りを

行った．本研究をはじめとする白人性に関する調

査研究は，その蓄積が浅いことから科学的で数量

的な分析を含む量的研究にはなり得ない．しかし

ながら，各々の植民地時代及び独立後の社会にお

ける異文化や他者との交流の経験が，どのように

個人の白人性構築に影響を与えてきたか，個人の

経験に基づく語りから史実を記録するオーラル・

ヒストリーの理論に則り聞き取りを行うことによ

って「複雑で多面的な現実にたいして，複眼的な

視点から歴史を再構築」[100]することができ，貴重

な質的データの入手が可能である．この理論を用

い，同じくカリブ海に生きる人々の研究を行った

のがミンツ[101]である．プエルトリコのサトウキ

ビ･プランテーション労働者の過酷な労働や小作

農階級の発生課程について，聞き取りを通じて論

じた研究は古典的な成果として挙げられる．  

 聞き取り調査の対象になる可能性がある者には，

連絡を取り始めた時から，執筆者の身元を明らか

にした．執筆者の人物紹介，執筆者の先行研究の

電子データ，また本研究の説明書を電子メールで

送付した．説明書には，聞き取り調査にはデリケ

ートな質問事項も含まれること，そのため聞き取

り調査により入手したデータは個人が判別されな

いようすべて匿名で文字起こしされること，音声

データは鍵のかかるキャビネットで保管されるこ

と，文字起こしされたインタビュー内容は論文や

報告書など英語もしくは日本語の文書で発表され

ることを明示した．送付した文書すべてに目を通

し，趣旨を理解して賛同して頂いた者を聞き取り

調査対象者とした． 

 聞き取り調査の実施場所については，執筆者は

カフェやホテルのロビーなど公共の場で行うこと

国 名前 性別 年齢 職業

アマンダ 女 30代前半 会社員

ダニエル 男 20代前半 アーティスト

ヘザー 女 40代前半 不動産業

ジョナサン 男 20代前半 自営業

ケイト 女 40代後半 自営業

ティモシー 男 40代後半 自営業

ニコール 女 20代前半 会社員

ガブリエラ 女 60代前半 観光ガイド

マイケル 男 50代後半 自営業

マーサ 女 70代後半 無職

バルバドス

トリニダード
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を希望していたが，聞き取り対象者の多くは自宅

で行うことを希望した．執筆者は初対面の人物の

自宅で二人きりになることに必ずしも賛成できな

かったものの，デリケートな内容についての対話

を公の場で外国人と行っている場面を現地の知人

に見られたくないという調査対象者の感情も理解

できたので，貴重な時間を割いてインタビューさ

せていただく立場から，強く別案を提案すること

はできかねた．結果としては，大半の聞き取り調

査については何事もなく和やかに有意義な聞き取

りを行うことができて安堵した．しかし多くの女

性研究者がフィールドワークで体験した性的いや

がらせを報告しているように，執筆者も聞き取り

実施中に数件の事案は経験した．本稿ではその詳

細を挙げ，問題提起する予定はないが，女性のフ

ィールドワーカーが研究対象である社会的強者か

ら受ける性的いやがらせについては非常に興味深

い研究テーマとなりうると感じた． 

 聞き取りは，半構造化で一人ずつ 45 分から 1 時

間を目安に終了するよう計画した．聞き取り対象

者の許可が取れた場合のみ，IC レコーダで録音を

行った． 
 

(4) 主な質問事項 

 聞き取りがスムーズに進むように，個人の経験

を聞き始める前に，家族史についての質問をアイ

スブレーカーとして必ず行った．聞き取り対象者

の緊張がほぐれてから，家の伝統や財産について

質問を進め，教育に対する考えや，学校でのヨー

ロッパ系や非ヨーロッパ系同級生や教師との関係

について聞いた．そしてより個人的な質問内容を

続け，今までお付き合いした相手の属性や，子ど

もの有無，結婚や配偶者の属性について，異人種

間結婚と混血についての意見を聞いた．このレベ

ルまで個人的な意見をオープンに答えてくれる関

係構築に成功したところで，白人だと初めて認識

したエピソードや，アフリカ系･インド系との関わ

りについて質問を行った． 
 

4.2. 史資料収集 
 聞き取り対象者の語り内容の補助資料やまた史

実の確認のために，聞き取り対象者所有物の家系

図，手紙，また写真などを，日本から持参したモバ

イル･スキャナーを用い，複写を行った．またバル

バドスやトリニダードの西インド諸島大学の各図

書館や資料室，国立古文書館や会員制クラブなど

の責任者に連絡し，入館許可を取得すると同時に，

執筆者が来訪する旨の施設内周知を依頼した．さ

らに資料閲覧と資料複写への許可を事前に取得し

た． 
  

4.3. 倫理的配慮 
 本研究は，聞き取り調査において個人情報を含

む質問を行い，時に人種差別や他人に対する嫌悪

感など，非常にデリケートな内容の質問を行うも

のである．そのため倫理的配慮として，研究内容

や目的を伝え，聞き取りデータの使用方法などを

明らかにし，調査参加者の匿名性は完全に遵守さ

れることに対し，インフォームドコンセントを徹

底して行った．また研究協力を拒否する権利やデ

ータの厳重な保管方法，データ公表前の研究結果

の連絡についても了承を得た．さらに，特別な考

慮が必要となるため，未成年者は対象とせず，18

歳以上の成人を調査対象とした．加えて，聞き取

り調査を実施する光景を他人に見られないように，

聞き取り調査を行う場所には特別な注意を払った． 
 

4.4. 困難 

 貴重な研究費を利用し，時差が 13 時間あるカリ

ブ海地域へ日本から 24 時間以上かけて渡航する

以上は，滞在期間を有効に使いたい．そのため，執

筆者は聞き取り対象者に対し，現地到着前，到着

直後，聞き取り調査予定日の前日と，再三のリマ

インドを行った．しかし，聞き取り対象者の直前

キャンセルや待ち合わせ場所に現れないなどによ

る予定変更を余儀なくされた． 
 しかし本稿を執筆するための現地調査において

の最大の困難は，予定していたトリニダードの現

地研究協力者についてであった．現地西インド諸

島大学の教員が紹介した身元もしっかりした博士

課程在籍の社会人学生が，現地調査日程調整を任

せ始めた直後に失踪した．大学に問い合わせたと

ころ，大学にも姿を見せなく連絡がつかないとの

ことであった．正式に現地調査日程調整を依頼し

た手前，すぐ他の人に調査協力依頼をすることは

できかねた．結局，執筆者本人が個人の人的ネッ

トワークを駆使し，聞き取り調査対象者を選別し

日程調整を行ったが，本人からの連絡を待った 2
週間は非常に長く感じられた．なお当人は数ヵ月

後に連絡を寄越し，より厚待遇の別件の調査協力
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を行っていた旨説明した． 
 執筆者の調査前に築いていた現地との深い関わ

りもマイナスに働いた点もあったように思う．よ

く知る土地で，調査対象者も執筆者のことを良く

知っており，知っているからこそ，建前をとうと

うと語る者が多かった．建前から本音を引き出す

のに時間と労力を要し，本音を聞きだした聞き取

り調査後は，調査対象者の執筆者に対する態度が

よそよそしくなった．そして人種差別的発言をす

る前後には必ず，述べる内容を正当化する発言を

した． 

 

4.5. 執筆者の立場 
執筆者はバルバドスとトリニダードへの豊富な

訪問経験を持っていた．バルバドスには公私合わ

せて 9 回の渡航歴があり，現地には数人の友人・

知人がいる程度であった．しかし知人の紹介で優

秀な現地研究協力者と出会うことができたため，

トリニダードよりも格段に効率よく調査をするこ

とができた． 

トリニダードは 1997 年に初めて訪問してから

現在に至るまで頻繁に訪れている．2006 年には修

士論文のための現地調査を行った．2007 年から

2010 年は駐在して生活を送っていたほか，隣国に

居住していた 2011 年から 2013 年も月に 2 回は訪

れていた．よって執筆者は，トリニダードという

土地に精通していると自負している．同時に，現

地の関係者にとっても執筆者は定期的にトリニダ

ードを訪問する顔なじみの研究者であり，本研究

のために現地滞在中も何かとお世話になった． 
 

５.「ヨーロッパ系白人」とは誰か 

執筆者のトリニダードのフランス系白人を対象

とした白人性構築に関する先行研究では，対面で

聞き取り調査を行ったことのある 18 歳以上のト

リニダードのフランス系白人 24 名は，全員が白人

として純血であることを誇る発言をし，家族系図

や写真などを提示しながら自身にはヨーロッパ系

以外の混血の可能性はないと発言していた．そこ

で，執筆者は，バルバドスとトリニダードで「ヨー

ロッパ系白人」として社会生活を送る研究対象者

に対し，自身の家族の歴史やヨーロッパ系白人と

は誰かについて，様々な質問を行った． 
 

 

5.1. バルバドス：『白人』 
 本稿で取り上げる「語り」の提供者は，自らを白

人であると認識し，ヨーロッパ系コミュニティの

一員としてその社会で生活してきた者である．ま

たその研究対象者は，執筆者の目には身体的特徴

において完全に白人である者のみであった．それ

にも関わらず，バルバドスでの聞き取り調査を通

じて，執筆者が最も驚いたのは，自身は白人であ

ると断言しながらも，自身の混血の可能性を明確

にした者が少なくなかったことである． 
 

(1) アマンダ 女性 30 代前半 

「私の父はバルバドスで生まれ育ちました．父方
の祖母はトリニダード出身で，父方の祖父はバル
バドス出身です．祖母は，トリニダード色という
か，肌は茶色っぽくて，髪の毛は暗めの色で，スト
レートでした．祖父は白人でした．祖母は，たぶ
ん，インド系との混血なのかもしれません．はっ
きりと何の混血なのかはわからないけれど，浅黒
い肌で黒い髪の毛をしていて，たぶんそんな感じ
だと思います．祖父は白くて青い目をしていまし
た．」 

My father was born here, raised 
here…Umm, his parents, his mother is 
from Trinidad and his dad is from here, 
Barbados. She is... granny’s… she’s more 
of a Trini colour, more brown, kind of 
dark straight hair. My grandfather was 
Caucasian, white…. I would say…my 
father’s mother…maybe some kind of an 
Indian. I don’t know exactly what it is but 
she has a darker tone to her skin, dark hair- 
Yeah some kind of something like that. 
And then my grandfather was white, blue 
eyes. 

 

バルバドスで行った聞き取り調査の最初の対象

者であるアマンダは，自らを白人であると断言し

た．その上で，バルバドスにおいてヨーロッパ系

白人は様々な社会的恩恵を受けやすいと述べ，自

分は白人で本当によかったと発言していた．それ

にもかかわらず，執筆者がアマンダに対し，混血

の可能性の有無などについて問う前に，自身が純

血の白人ではない可能性を示唆した．特にその事

実を隠そうと小声になったりするわけでもなく，

自分は白人で本当に良かったとの発言と同じトー

ンで，自らの混血の可能性を明らかにした．また

アマンダが，祖母の身体的特徴から判断する限り，
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祖母は混血であると思われるが，祖父は白い肌と

青い目という間違いようもないヨーロッパ系白人

であると述べた際も，祖父のヨーロッパ系白人の

出自を特に強調するでもなく，淡々と事実を述べ

る姿が印象的であった．これは執筆者の先行研究

で示した，トリニダードにおけるフランス系白人

のフランス系の純血統を誇る白人性とは異なる

「白人」の概念であった．混血でも身体的特徴が

ヨーロッパ系白人であれば，白人として認識され

ており，白人としての社会的恩恵も享受すること

ができるという趣旨のアマンダの発言を，執筆者

は非常に興味深く聞いた． 

また「トリニダード色（Trini colour）」という言

い回しも非常に興味深い表現である．前述のよう

に，トリニダードの住民はヨーロッパ系白人とア

フリカ系黒人のみでない．それに対してバルバド

スは，イギリス系（イングランドやアイルランド，

スコットランドを含む）とアフリカ系が人口の大

多数を占める．そのようなバルバドスでは，肌の

黒白の濃淡や髪質などの身体的特徴について，よ

りヨーロッパ系白人の特色が強く出ているか，ア

フリカ系の特色が強く出ているかで「白人かどう

か」を認識する．「混血」をこのように認識してい

るバルバドス人が，トリニダードにおいてはヨー

ロッパ系白人やアフリカ系に加え，インド系や中

国系，またポルトガル系などの混血が可能である

ことを認識し，ヨーロッパ系白人とアフリカ系以

外の混血の結果が身体的特徴に現れることを「ト

リニダード色」と表現していることは，カリブ海

地域の社会は同質ではないと認識していることが

分かる． 
 

(2) ダニエル 男性 20 代前半 

次に紹介するダニエルの語りからも，ダニエル

が自身の混血である可能性を隠すわけでもなく，

混血の可能性を事実として認識している様子が伺

える． 
 

「僕の父方はすべてバルバドス人です．・・・僕の
父方の祖母はセント･ビンセント島出身だけれど，
もっと昔，祖母がどこから来たのかはよくわかり
ません．祖母はセントビンセントからバルバドス
に来た船で唯一の生存者だったそうです．僕はよ
く知らないのだけれど，僕が知っているのは，僕
の祖父はトバゴ島のプランテーションで働いてい
たということです．僕の祖母は，よそのお宅に住

み込みで，その家庭の子どもの面倒をみていたそ
うです．僕の祖父はプランテーションの監督をし
ていたはずです．で，祖母は，私たちが今言うとこ
ろの『クレオール』，つまり混血だったはずです．
で，祖父はトバゴ島からバルバドスに来て，首都
ブリッジタウンに住んでいました．言えるのは，
父方は混血だということ．混じっています．黒人
との混血です．」 

My father side are all Barbadian… so my 
father's mother was Vincentian but we're 
not actually very clear on that…where she 
was then. She was the sole survivor on a 
boat that came across, right? …I don't 
know much about it, all I know is that my 
grandfather was working on a plantation 
in Tobago. My grandmother… my 
granny… A lady who lived and took care 
of others peoples children… my 
grandfather would have been an overseer. 
So granny would have been like ahhh, 
Creole like what we would say Creole 
would look like ah partially ....mixed up 
and ahh.. That's what she would've been… 
and my father side…they would have 
been from Bridgetown, from over there. 
All I can tell you, they were mixed blood, 
mixed up, mixed blood with black.  

 

ダニエルは，バルバドスから 190 km 離れたセン

ト･ビンセント島出身である祖母の家系について

の詳細は不明だとし，混血の要素についても知ら

ないようであった．ここで使われている「クレオ

ール」は，カリブ海地域のヨーロッパ系白人とア

フリカ系の混血の人々を表現する言葉である．つ

まりダニエルは，自身の祖母はアフリカ系が含ま

れる混血であることを「クレオール」という言葉

に代えて，婉曲に伝えることで，祖母の身体的特

徴と社会的立場を暗示している．カリブ海地域で

は，ヨーロッパ系白人の身体的特徴が強いクレオ

ールは，二次的ヨーロッパ系白人として扱われて

きた．つまり，それほど肌が黒くないクレオール

は，ヨーロッパ系白人とまったく同等の社会的特

権への完全なアクセスは不可能だが，その一部に

はアクセスが可能であることもあり，例えば身体

的特徴が完全にアフリカ系であるよりは，社会的

信用に基づいた職が得やすかったとされる． 

ダニエルのアフリカ系との混血「クレオール」

である祖母は，他人の家に住み込みで，その家庭

の子どもの面倒を見る，いわば乳母であったと述
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べた．20 代のダニエルの祖母が自身の子どもを持

つ前に住み込みで働いていた 1920 年代当時，乳母

を雇える経済力と社会的背景を持っていたのはヨ

ーロッパ系白人がほとんどであった．その時代，

子どもの世話をさせるためとはいえ，他人を自宅

に住まわせるには，その人物に対して相当の信用

が必要であっただろう．ダニエルは，クレオール

の祖母は決して乳母を雇う側のヨーロッパ系白人

が属す社会階層ではなく，彼らのために働く労働

者階層であったと示唆した． 
さらに黒人との混血であるという家系の祖父は

プランテーションの監督をしていたという．執筆

者は，プランテーションだと思われる背景で馬に

乗るスーツ姿のダニエルの祖父の写真を見せても

らった．混血であると言われても疑問に思うほど，

ヨーロッパ系白人そのものの容姿であった．また

常夏のバルバドスで，炎天下にスーツを着て，馬

に跨ったポーズで写真を撮られる立場であったこ

とを示していた．1920 年代の，プランテーション

の監督という立場は，プランテーションを所有す

る領主の配下に複数置かれたポジションであり，

主に身体的特徴がヨーロッパ系白人に近い混血の

人物が占めていた．つまり，ダニエルが語りの中

で伝えているのは，ダニエルの祖父は混血ではあ

るが，比較的高い社会階層に属していて，プラン

テーションの労働者を監督する仕事に就いていた

ということである． 

ここで興味深いのは，同じくアフリカ系の混血

である祖母と祖父に対して，ダニエルは祖母を「ク

レオール」という言葉を用いて表現し，祖父をた

だの「混血」という言葉で表現したことである．旧

英領カリブ海地域におけるクレオールの現代の定

義を，宗主国出身者とそれ以外の者との間に生ま

れた混血の人物とその子孫とすると，アフリカ系

との混血の家系出身のダニエルの祖父もクレオー

ルである．ダニエルが祖母に「混血」ではなく「ク

レオール」を用いたのは，おそらく祖母の方がヨ

ーロッパ系白人でない身体的特徴がより強かった

のではないか．つまり肌の色により社会階層が構

築されていた当時，住み込みの乳母という職業に

ついていた祖母は，プランテーションの監督をし

ていた祖父よりも，アフリカ系の身体的特徴が強

かったのではないかと考えられる．実際に，今回

の聞き取り調査においても，子どもの頃に「ヘル

パー」と呼ばれるいわゆるお手伝いさんがいたり，

乳母に育てられたりした記憶がある調査対象者の

すべてが，お手伝いさんや乳母は黒人女性だった

と述べていた．ダニエルの祖父が混血でも一見は

ヨーロッパ系白人とかわらないのと同様に，この

お手伝いさんや乳母であった黒人女性も，混血で

あった可能性は十分にある．このことから言える

のは，ある人物が混血か純血かという問題は，身

体的特徴による区分が不可能ならば，虚偽の自己

申告を行うことも可能だということである． 
 

(3) ヘザー 女性 40 代前半 

次に紹介するヘザーも，言いよどむわけでもな

く，自身は混血であることを明らかにした． 
 

「私の家族は，アイルランドの血も入っていま
す．そしてスコットランド人やその他も．なんと
いうか，カリブ海は本物の人種のるつぼです．す
べての人種がここにいます．時に白人を指すとき
に，引用符をつけて『白人』といいますが，それは
混血だということです．私の家族も混血です．私
たちは青白い肌をしているけれど，私の父は確実
に純血の白人ではありません．父は混血だし，祖
父母も，父方の家系は混血です．」 

We have Irish blood, in us too. And Scotts 
and all that. So it was…It's a real melting 
pot in the Caribbean. Everything is in 
there. So it was, you know when you put 
"white" in quotation marks...we are mixed. 
We maybe pale skin but my father is 
certainly may not be white, you know. 
He's mixed and his parents, his heritage is 
mixed.  

 

ヘザーは，自身は引用符つきの『白人』，つまり

混血であるが身体的特徴が白人として通用する

『白人』であると認めたものの，アイルランドと

スコットランド以外の混血の背景について明言は

しなかった．執筆者がアイルランドとスコットラ

ンド以外に何が混ざっていると思うかと問うと，

「何でも[anything]」という一言の返答だった．確

認のために，アフリカ系黒人[African Black]も含ま

れるのかと問うと，「おそらく[most likely]」という

答えをした．ヘザーが「すべての人種」がカリブ海

にいると発言したとおり，確かに世界中からの移

民で構成されているのがカリブ海地域の島々であ

る．バルバドスにおいても混血が進んでいること

は歴史的また社会的に明らかである．自身の混血
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の要素について，「何でも[anything]」という返答で

説明を完了させようとしたのはいささか粗放すぎ

ると感じた． 

執筆者が，もしかしてヘザーは家系の混血の要

素について明言を避けたいのかもしれないと感じ

たのは，ヘザーの「語り」の始まりから終わりま

で，一貫して「アフリカ系」や「黒人」という言葉

が出てこないと気づいたからである．混血である

ことを特に隠そうとしたヘザーではないので，こ

の二つの言葉を発することを避けているとは考え

にくかった．しかしヘザーから「アフリカ系」「黒

人」という言葉が徹底して出てこないので，その

理由を聞いた．すると，「特に理由はないわよ．彼

らと友達になれるし．[no special reason. I can friend 

with them…]」とぶっきら棒な返答だった．友達に

なれるかどうかではなく（ここでの「友達」の定義

は不確定），なぜ「アフリカ系」「黒人」という二語

を執筆者との対話の中で発しないのかを質問した

のだが，その問い対する答えは「特に理由はない」

であった． 

カリブ海地域における混血について話す際に，

明らかにキーワードとなる「アフリカ系」と「黒

人」という二語ともに出てこないので，あまりに

不自然な対話が展開された．それなのになぜその

二語が徹底的に避けられるのか．そのため執筆者

の関心はそこに集中したが，明確な返答は得られ

なかった．執筆者の聞き取り技術の未熟さゆえと

いうところもあろうが，執筆者には，ヘザーはヨ

ーロッパ系白人以外の混血の要素については，ど

うしても明言したくないように見受けられた． 

ヘザーの夫も純血でない引用符付きの『白人』

である．写真を見る限り，ヨーロッパ系白人の身

体的特徴しか見受けられないが，引用符が付くこ

とは確かであるという．ヘザーには息子が一人い

るが，伝統的にヨーロッパ系白人の子どもが多く

通う私立小学校に通わせているという．ヘザーの

息子は，青白い肌に緑の瞳をしているが，ブロン

ドの頭髪に強い巻き毛が出ており，混血だという

ことが一目瞭然だ．息子の青白い肌は陽に焼ける

と褐色になりやすいそうで，長期休暇のあとには，

ヨーロッパ系白人の骨格に褐色の肌と緑の瞳，そ

してブロンドの巻き毛が加わり，「完全なるカリブ

海人[The perfect Caribbean]」になるという．息子の

ヨーロッパ系白人の学友の多くも，何かしらの拍

子に混血の身体的特徴が表に出てくることがあり，

「バルバドスには純血のヨーロッパ系白人なんて

いないと思う．[I don’t think there are many of pure 

whites in Barbados.]」と述べていた． 

ヘザーは，自身は純血でなく引用符付きの『白

人』であると理解しているし，純血のふりをする

わけではないが，バルバドスはもとより，欧米で

もヨーロッパ系白人でいる方が明らかに「楽

（easy）」だと発言した．続けて，「マイアミ（国際

空港）の入国管理でも，白人は早く通してもらえ

るけど，黒人にはたくさんの質問を浴びせるし．

白人と非白人に対する扱いは明らかに違うと思わ

な い ？  [Even at the immigration at Miami 
(International Airport)… immigration officers let white 
people pass fast and they pour bunch of questions to 

black people. Don’t you think it is obvious? They treat 

white people and non-white people differently. Totally.]」
と執筆者に同意を求めた．執筆者は，自身の経験

から反射的に強くうなずいた．同時に，圧倒的に

アフリカ系人口が多いバルバドスでもヨーロッパ

系白人の方が楽，つまり生きやすいと明言したヘ

ザーが，なぜ「アフリカ系」と「黒人」という言葉

を避けて自らの混血の背景を説明するのか，漠然

と推測できた気がした．非ヨーロッパ系だと，そ

して特に「アフリカ系」「黒人」だと，また「アフ

リカ系」や「黒人」との混血が明らかな身体的特徴

を持っていると，人種差別や偏見がもたらす不都

合が多い世の中だからである． 
 

(4) ジョナサン 

次のジョナサンは，混血であること，またアフ

リカ系の血も混じっていることを明言した．その

発言は父方･母方両方の祖父母が行った遺伝子検

査の結果に基づくものであり，混血の事実は疑い

ようのないことであった．しかし同時にジョナサ

ンは，自身が白人だということを疑っておらず，

それどころか意図的に「白人となるため」に親族

に用意された教育や環境によって，ますます「白

人である」という認識は強くなっている，と語っ

た． 
 

 「僕の母はトリニダード人両親のもとに，トリ
ニダードで生まれました．そして祖先がトリニダ
ードへどこから移住してきたかですが，，，フラン
ス，スコットランド，アフリカ．そうですね，祖先
がトリニダードに来る前，1800 年代前半まで家系
を辿ることができます．僕はここバルバドスでは
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白人だと認識されますが，他の国ではそうはいか
ないと思います．本当に変なことだけれど．僕は
白人であることを強化されました．つまり，僕は
白人になるように育てられて，自分が白人である
という認識と，他の人が僕は白人だと言うことと，
僕が自分自身に自分は白人だと言いきかせること
が，僕を白人にしています．だから僕は白人なん
です．僕の家系を辿れるところまで辿ると，僕は
白人だということに疑いはないですが，同時に僕
の父方母方合わせて四人の祖父母の遺伝子検査の
結果によると，僕は 80%がヨーロッパ系で，その
他 20%がインド系と先住民とアラブだということ
も知っています．」 

My mother was born in Trinidad to both 
Trinidadian parents. So before Trinidad, 
so they came… the French, Scottish, 
Africans. Ah, yeah, I can trace back to 
before they came to Trinidad. So like 
1800s..early 1800s. because I'm 
considered white here before but in other 
countries I might not. But it's a real weird 
thing, you know. It was reinforced that I 
was white. I was raised to be white 
whatever that means, with that 
consciousness, ah, other people said I was 
white and I said I was white so that makes 
me white. I'm white, yeah. I know because 
of the family history. I also know some 
genetic history as well on my four 
grandparents.  So I know that I am 80% 
European. And 20% Indian, Native 
American and native Caribbean... and 
Arabic.  

 

ジョナサンの語りの興味深い点は，自身が白人

であると社会で認識されていることを客観的に分

析していることだろう．ジョナサンも他の聞き取

り調査対象者と同じ様に，身体的特徴はヨーロッ

パ系白人そのものである．しかしジョナサンはバ

ルバドス以外では自分は白人と認識されないので

はないかと疑問を呈している．ジョナサンは，1800

年代前半まで辿れる祖先の家系はヨーロッパ系白

人であり，遺伝子検査の結果によると大部分はヨ

ーロッパ系白人であるが，インド系と米州先住民，

また中東の血も入っているという． 
ジョナサンが疑いもなくヨーロッパ系白人であ

るという背景には，ジョナサンの生い立ちに関係

する．ジョナサンの両親や祖父母は，ジョナサン

にヨーロッパ系白人としての人生を送らせるため，

ヨーロッパ系白人コミュニティの中で家族ぐるみ

の付き合いをし，ヨーロッパ系白人が多く通う学

校で教育を受けさせ，放課後もヨーロッパ系白人

の子弟と遊ばせた．こうしてジョナサンはヨーロ

ッパ系社会の中で育ってきたという．両親や祖父

母より幼い頃から暗黙のうちにヨーロッパ系白人

だと刷り込まれてきたこと，それにより自身でヨ

ーロッパ系白人だと認識してきたこと，そして他

人がジョナサンをヨーロッパ系白人として扱い，

自分自身で自分はヨーロッパ系白人だと言い聞か

せることで，ジョナサンはヨーロッパ系白人とし

ての自覚，認識が強化され，疑いのないヨーロッ

パ系白人になったと述べた．このジョナサンのヨ

ーロッパ系白人としてのアイデンティティ，いわ

ゆる白人性は，ジョナサンが置かれた環境と家族

や友人を含めた周囲の人々により，人為的かつ意

図的に強化されたといっても過言ではないであろ

う． 

バルバドスでの聞き取り調査を行った対象者で，

ジョナサン以外に遺伝子検査を受けて，先祖の出

身を人種･民族レベルで知る者は何人か存在した．

約 1 万円の代金を支払い，口の中を綿棒でこすり，

プラスチックの試験管に入れて，欧米の遺伝子検

査会社に送り返してまでして，遺伝子検査を決意

する者の多くは，自身の混血の事実を知らなかっ

たそうである．一人だけ，ヨーロッパ以外の先祖

を持っていない者，つまり「純血の白人」がいた

が，多くの遺伝子検査経験者は，思いがけない自

分の祖先を知ることになったそうである．ジョナ

サンの祖父母がいつ自身の混血の事実を知ったの

かは不明だそうだが，バルバドスにおいては混血

であるが『白人』として認識されるジョナサンは，

その事実に基づいて，ヨーロッパ系白人になるよ

うに育てられ，それを自ら認識している点が非常

に興味深かった． 
 

(5) ケイト 女性 40 代後半 

バルバドスのみならず，カリブ海地域の多くの

島々では，ヨーロッパ系白人と植民地時代の富の

搾取を結びつけ，ヨーロッパ系白人を一括りに，

様々な社会的特権を持ち豊かな生活を送る存在と

いう目で見る非ヨーロッパ系の人々が少なくない．

しかし，次のケイトは，その一括りにされるヨー

ロッパ系白人の狭いコミュニティの中でも階層が

存在することを明らかにした．そしてケイトは，

自身は純血なヨーロッパ系白人であると述べなが
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らも，ジャマイカ出身の母方の家族の白さには濃

淡が存在すると発言した． 
 

「バルバドスは階層差別よりも白人と黒人の人種
差別の方が一般的だと思う．例えば，昔の支配階
層出身のお金持ちの白人がいるけど，私たち家族
はその人たちと同じレベルの上流社会の輪には入
っていないと思う．その白人の友達たちの両親が
パーティーを開くときは，うちの両親たちは招待
されなかったもの．彼らは，私たちは違う，と感じ
ているんだと思う．そう，だから私たちは白人で，
純血な白人だけれど，同時に，父が白人のジャマ
イカ人である母と結婚したことが大きな違いのも
となんだと思う．例えば，母の白人の家族はポル
トガルやドイツ出身の先祖もいて，とても違う感
じでした．母方の家族は同じ白でも，色々な白を
していました．私の母は黒っぽい髪と目をしてい
たけれど，私はブロンドで生まれましたし．叔母
はブロンドで青い目をしていて，私もその叔母そ
っくりに生まれました．私の母も白人でとても青
白い肌をしていたけれど，私の叔父は真逆でした．
叔父は家族の中でもっとも黒くて，黒っぽい髪と
目をして，黒いひげを生やして，浅黒い肌をして
いました．」 

I definitely think Barbados have a black 
white thing more than a class thing… So I 
think that there was that kind of the 
plantocracy white, extremely rich white, 
but as I said we definitely weren't in the 
same social circles as ah, my other friends’ 
parents who had parties together. My 
parents, I would notice that they didn't get 
invited to certain things. So yes, we were 
white and we are pure white but I also 
think, that my father marrying a Jamaican 
woman, I think that, yes she was white but 
ah, if you had seen her family, because of 
all the mix of Portuguese and Germans, ah, 
my mother's family are actually quite 
different. They range in color in terms of 
white, so she had dark hair and dark eyes 
and whereas my grandmother was 
obviously blonde, my father was dark 
haired but I came out blonde. I came out 
like my grandmother's youngest…She 
was blonde hair blue eyes and I came out 
looking like her, right. So my mother was 
white and very pale, paled skin but yet my 
uncle, the last boy, he's the opposite. He's 
the darkest of the family. Dark hair, dark 
eyes, dark mustache and dark skin. 

 

本稿では，ケイトの母の出身地で，バルバドス

やトリニダードと同じく旧英領カリブ海諸島の一

つであるジャマイカについての歴史的・社会的背

景は触れないが，ジャマイカも多民族が共存する

社会である．そのジャマイカにおいても，現代の

ヨーロッパ系白人コミュニティに関する社会研究

は活発には行われていない．数少ないポルトガル

やドイツ出身の移民に関する歴史研究[102]による

と，ドイツからジャマイカへの移民は 1830 年頃か

ら始まったとされる．そして現在のドイツ系ジャ

マイカ人は 3 世代目もしくは 4 世代目であり，現

地のヨーロッパ系白人以外との混血も進んでいる

とされる．ケイトは自身を「純血な白人」と表現し

ているが，「同じ白でも，色々な白をしていた」と

いうケイトの母の家系からすると，混血の可能性

は否定できない．ケイトは，この語りの中で自身

のヨーロッパ系白人としての純血性を主張してい

るものの，同時に自身の混血の可能性についても

大いに認識しているようである． 
さらにケイトは階層差別よりも人種差別の方が

一般的だと発言するが，彼女の語りはバルバドス

のヨーロッパ系白人社会に存在する階層を示すも

のだった．上流階層のヨーロッパ系白人がケイト

の両親をコンスタントに会合へ招待しないという

ことは，彼らはケイトの両親には上流社会に属す

人種的・経済的・社会的属性がないという認識の

表れであろう．またケイトの両親も自らは上流階

層には属さないとの認識を持つのかもしれない．

ケイトの両親があえて上流階層に属したくないと

考える可能性もあるが，植民地時代の肌の色によ

る社会階層に応じて配分される富や機会を放棄す

ることと同義であり，非現実的である．ケイトの

語りは，国土が小さいバルバドスにおける，小さ

なヨーロッパ系白人社会にも，混血の有無，父祖

の職業，現在の職業，現在の経済力などによって，

細かな階層があることを暗示した． 

再度となるが，これらの語りはすべて，バルバ

ドスでヨーロッパ系白人としてのアイデンティテ

ィを持ち，ヨーロッパ系白人としてバルバドスで

生活を送る対象者から聞き取ったものである．こ

こで興味深いのは，自らをヨーロッパ系白人だと

名乗りながらも，隠すわけでもなく，自身の混血

の可能性を明らかにするヨーロッパ系白人の存在

であろう．また白人としての純血性を公言しなが

らも，ヨーロッパ系以外との混血を示唆した者も
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いた． 
このようにバルバドスにおいては，誰がヨーロ

ッパ系白人かという問題は，身体的特徴がヨーロ

ッパ系白人であれば，実際の血統が何であれ，ヨ

ーロッパ系白人として認識されるようである．さ

らに，混血の事実が明確でも，身体的特徴がヨー

ロッパ系白人であれば，周囲からヨーロッパ系白

人として扱われ，自身も白人を名乗ることができ

るようである．例えば，先述のジョナサンは自身

が通った小学校の校長について語ったとき，「校長

先生は白人女性だった，そう，混血の女性…． [The 

principal was a white woman, a mixed-race woman…]」

と表現した．執筆者としては，その校長は「白人」

と「混血」の一体どちらなのだと問いたくなった．

しかしバルバドスにおいては，混血であっても身

体的特徴がヨーロッパ系白人であれば白人として

認識されているのだろうと理解した．今回の聞き

取り調査で，混血を明らかにしたヨーロッパ系白

人の中には，混血の事実を隠そうともせずに明ら

かにする者と，その事実を明言はしないが示唆す

る者と，その事実も認識はしていないようである

が状況から混血は明らかな者と様々であった． 
ここで忘れてはならないのは，本稿のバルバド

スにおいて誰が白人かという問題は，バルバドス

のヨーロッパ系白人への聞き取りから得る彼らの

自己認識と同属意識，その同属意識がどのような

要素から構成されているかであって，非ヨーロッ

パ系白人が誰をヨーロッパ系白人として認識する

かとは別の問題である．現地調査中に出会った，

自らをアフリカ系と称した人物は，執筆者がバル

バドスのヨーロッパ系白人にインタビューをしに

当地を訪れているとの発言に，「ヨーロッパ系白人

なんてここに存在するの？彼らは白く見えるけど，

本当はそうでもないんだよ．みんな混血だよ． [Do 
they exist here? Yeah…they look white, but not 

quite...Everybody is mixed.]」と笑いながら言ったの

をここに記録する． 
 

 5.2. トリニダード 

現代トリニダードの社会構成は前述の通りであ

る．トリニダードのヨーロッパ系白人コミュニテ

ィは，一言でヨーロッパといっても，フランス貴

族の子孫や，イギリス商人またはイギリス植民地

政府役人の子孫，ポルトガル農業移民の子孫など，

その背景は様々である．執筆者の先行研究は，フ

ランス系トリニダード人はヨーロッパ系白人とし

ての純血を誇ることを明らかにした．今回，フラ

ンス系と限定せず，トリニダードにおいて広くヨ

ーロッパ系白人として生活する者たちに聞き取り

を行った．すると，混血の事実を認めながらもヨ

ーロッパ系白人であると述べるバルバドスとは違

い，混血について触れる者は一人もおらず，自ら

をヨーロッパ系白人であると発言する者しかいな

かった． 
 

(1) ティモシー 男性 40 代後半 

生粋のフランス系であると主張するティモシー

は，両親や祖父母，またその前の代もフランス系

であると述べた．そのようなティモシーの語りで

最も印象的だったのは，異人種間結婚に対する嫌

悪であった． 
 

「母方も父方も，両方ともフランスから来ました．
たぶん 4 世代前です．4 世代，僕たち家族はここに
います．僕たちは生粋のフランス系です．他のカ
リブの島々と違って，トリニダードの人たちは，
生粋のヨーロッパ系です，いいえ，『でした』です
ね．世の中は変わりつつあり異人種間結婚なんか
が流行っているから．でも僕たちは本物の生粋で
した．」 

My mother side and father side, both are 
from France…. Probably 4 generations 
ago…let me count… yeah…four. Four 
generations, we are here. We are straight 
from France. Not like other islands, 
people here are…well, were, …because 
we are changing, mixed marriage and 
stuff, …but we were very genuine.… 

 

ティモシーは，ティモシーの父親も学んだフラ

ンスの伝統的な寄宿舎で，8 歳から教育を受け，フ

ランスとイギリスの大学で学んだ．長期休みのた

び，毎年数ヶ月間はトリニダードに帰省していた

という．フランスとトリニダードとどちらに強い

愛着を感じるかと聞くと，トリニダードと即答し

たのが印象的であった． 

ティモシーは，トリニダードは他のカリブ海諸

島のように混血が進んだわけではないので，生粋

のヨーロッパ系白人が存在していると発言した．

興味深いことに，これはバルバドスでトリニダー

ドの混血ぶりを指摘したアマンダの「トリニダー

ド色 [Trini colour]」という発言と相反する．そして
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生粋のヨーロッパ系白人が存在するトリニダード

にも，異人種間結婚の流行が到来しており，すで

に純血のヨーロッパ系白人は珍しくなってきてい

るとの考えを示した．異人種間結婚を言及したと

きにティモシーが見せた嫌悪は相当のもので，執

筆者はヨーロッパ系白人，特に「生粋のフランス

系」の血統を守りたいという，ティモシーの強い

願望を感じた．しかし現実的には，異人種間結婚

は一時の流行ではなく，グローバル化が進み，人

の移動が盛んになった結果であり，現代社会では

異人種が出会い結婚するという流れは自然である．

ちなみにティモシーは，父親がティモシーを連れ

てフランスに赴き，いわゆるお見合いをして，そ

のときに出会ったフランス人女性と結婚し，トリ

ニダードに住んでいる．結婚前の話として，親密

な交際をしたヨーロッパ系白人でない相手はいる

かと聞いてみた． 
 

「・・・誰に恋に落ちるか，誰に魅力を感じるかと
いうことは，自分ではコントロールできないこと
だと思っていたよ．子どもの頃，祖父のプランテ
ーションで働く労働者の子どもたちと遊んでいた
からかもしれない．まあ，カリブ海出身だし．ヨー
ロッパから出たこともないフランス人とは違う嗜
好があった気がする．フランスでもイギリスでも，
カリブ海出身の混血の女の子に惹かれる傾向は確
かにあった．黒人ではないんだ．黒人と付き合う
ことはタブーだったんだ．当時は．僕が魅力を感
じる女の子は全員いい具合の混血だった．美しか
った．本当に綺麗な女性だった．それでも父親に
何をしているんだと怒られたこともある．父は僕
が混血の女の子をデートすることに反対だったん
だ．そんな愛の物語がたくさんあって，まあ，見て
よ，こうやってもう既婚者になったよ．妻はいい
家族を築くための最高の結婚相手だと思うよ．」 

…you know, when and who you are 
falling in love, or who you are attracted to 
is something you cannot control. That was 
what I thought. It may be because I was 
running around with kids of the workers 
at my grandfather’s plantation, you know.. 
but I am from the Caribbean. That is what 
I cannot change. I think I was attracted to 
someone who my friends in France would 
never ever fall in love with. Their world is 
all about Europe, you know…. Ah, even 
when I was in England or France, I was 
always attracted to someone from the 
Caribbean with mix background. They 
were not black. Dating with black girls 

was…ah... big NO at that time. Girls who 
I was attracted to were always of a great 
mix. Beautiful. So beautiful. I was not 
dating any black girls, but still, my father 
was not happy,… and ah… sometimes he 
called me up and said “what are you 
doing?!” He was not happy at all, me 
dating a mix girl… So a lot of love dramas, 
but see? I am a married man now. My wife 
is the perfect partner to build a family…  

 

現在フランス人女性と結婚しているティモシー

は，イギリスでもフランスでも混血の女性に惹か

れることが多く，混血の女性とお付き合いをする

ことが多かったという．それにも関わらず，あか

らさまに示した混血に対する嫌悪はとても不可解

である．ここでティモシーは，お付き合いしてい

た女性たちは混血だけれども，決して黒人ではな

かったと強調している．当時，黒人と白人との交

際はタブーだったという．それ以上に，ティモシ

ーの父は，自分の息子が，黒人でなくとも，混血の

女性と交際することも気に入らなかったようであ

る．興味深いのは，ティモシーと父親の，交際する

女性に関する属性の許容が異なる点である．ティ

モシーにとって，黒人ではない，黒人には見えな

いが混血が明らかなカリブ海出身の女性は，交際

相手として許容範囲内であるどころか，理想であ

った．しかしティモシーの父親にとって，黒人と

の混血がわかる混血女性は，息子の交際相手とし

て許せるものではなく，白いフランス人女性との

交際を勧めた．そういうことを経験した青年期に，

多くの混血女性との交際を経て，ティモシーが人

生の伴侶として選んだのは，父親が用意したお見

合いで出会った，父親のお墨付きの，家族を築く

相手としては最高のフランス人の白人女性であっ

た． 

惹かれる対象というのは，身体的特徴やその人

が育ってきた文化も含めて，人それぞれ違うであ

ろう．ティモシーはカリブ海系の混血の女性に惹

かれることが多く，比較的自由に恋愛を謳歌した．

しかし，それと同時に，フランス系トリニダード

人としての自分の役割を認識していたのであろう．

お付き合いすることと，子どもを作り，家庭を築

き，家を継ぐことは違うということ，また子ども

の教育方針や家の相続問題などが絡むため，結婚

とは自分自身だけの問題ではないことを，理解し

ていたようである．自分は長男であり，トリニダ
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ードとフランスにある家族の財産の大部分を相続

する立場であること，またフランス人女性を結婚

相手に選び「生粋のフランス系」である家系の伝

統を絶やさないようにすることも，自分の重要な

役割であると認識していた． 

ティモシーによると，両親にとってティモシー

の 4 歳年上のお姉さんの結婚相手探しは頭痛の種

だったという．多くのフランス系のみならず，ヨ

ーロッパ系白人がトリニダードから欧米へ移住し

てしまい，トリニダードに「良い種の男 [man of 
good species]」が存在しなくなってしまったからと

いう．言い換えると，トリニダードには「良くない

種の男」である非ヨーロッパ系ばかりになってし

まったから娘の結婚相手を探すのに苦労をしたと

のことである．結局，そのティモシーのお姉さん

は，カリブ海の仏領マルティニークのフランス系

旧家の次男と結婚し，現在はフランスに住んでい

るという．なおティモシーの 3 歳年下の弟は，幼

少のころよりフランスの寄宿舎に通い，フランス

の大学で出会ったフランス人の友人の妹と結婚し，

フランスとトリニダードを行き来する生活をして

いるそうだ． 
ティモシーの父はフランスにも土地を持つとい

うことで，ティモシーがフランスに移住する希望

や計画はないのかと聞いてみると，「自分はフラン

ス系トリニダード人であって，フランス人ではあ

りません．自分の場所はここです．フランスに住

むことにはまったく関心はありません．  [You 
know, I am a French Creole, but I am not French. My 

home is here, you know. I have no interest in living in 

France.]」という返答であった．それはティモシー

の語りの「4 世代，私たちはここにいます．[Four 

generations, we are here.]」に表れているように，ト

リニダードへの愛着の強さを示している．  
 

(2) ニコール 女性 20 代前半 

 次のニコールの語りからは，トリニダードの社

会におけるフランス系とイギリス系の違いが読み

取れる．ニコールは母方がフランス系で父方がフ

ランス系とイギリス系の，金髪碧眼のヨーロッパ

系白人の女性である．上記と同様に，混血の可能

性について聞いたところ，「まさか！ [no way!]」と

いう一言で回答が終了し，以下の語りが展開され

た． 
 

「私の母方はフランス系です．カトリックのフラ
ンス系です．祖先は首都に出てくる前はトリニダ
ード南部に住んでいました．そして私の父方はフ
ランス系とイギリス系です．イギリス系と言って
も，商人ではなく，コーヒー，カカオ，かんきつ類
などのプランテーションを所有していました．み
んな，ここで生まれました．」 

My mother side is French… Catholic 
French… They were based in South, 
before they moved to town... and my 
father side is French and English… not 
merchant English, but they had 
land…coffee plantation and cacao, and 
citrus and stuff… everybody was born 
here. 

 
フランス系の影響を強く受けていると思われる

ニコールは，執筆者のフランス系トリニダード人

の白人性に関する先行研究が明らかにした，フラ

ンス系トリニダード人の特徴をそのまま持ってい

たことが興味深かった．それは，生まれた場所が

トリニダードであること，カトリックであること，

またプランテーション所有階層出身であることを

指す．また「みんな，ここで生まれました．

[everybody was born here.]」という発言から，何代

にもわたって家族がトリニダードで生活している

ことを示し，それがトリニダードに対する愛着で

あること，「本物のトリニダード人」であるという

主張をしている． 

トリニダードのイギリス系に対しては，一般的

にイギリス本国から送られる植民地政府役人や，

彼らの生活を支えるイギリス物資をイギリスから

輸入する商人の子孫であるとの認識がある．その

ため，トリニダード移住直後からプランテーショ

ンを所有･経営するフランス系とは異なり，一概に

イギリス系は労働者階層とステレオタイプとして

見られることが少なくない．しかし，イギリス領

トリニダードでプランテーション経営を行い，莫

大な利益を上げているフランス系にならい，プラ

ンテーション経営を始めたイギリス系も存在した

ことは確かである．そのためニコールは，自身の

イギリス系の家系がどのような形でトリニダード

に移住してきたかは不明だとしながらも，彼らは

プランテーションを所有する階層に属していたこ

とを明確にした． 

トリニダードのヨーロッパ系白人社会には，伝

統的にはその中にも階層があり，その頂点は植民
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地時代から広大なプランテーションを所有してい

たフランス系が占めていた[103]．そして商人や植民

地政府の役人だったイギリス系や，小売業に従事

していたポルトガル系が，その社会階層の下部に

続いていた[104]．21 世紀の現在も，ニコールは父祖

の出自を明示し，ヨーロッパ系白人社会の階層を

強調するが，執筆者は，現代トリニダードのヨー

ロッパ系白人社会の中が顕著に階層分けされてい

るとは考えていない．なぜならヨーロッパ系白人

社会の中の階層が顕著であったであろう植民地時

代と比べ，自身の白人性を保つため，ヨーロッパ

系白人社会の中での宗教や社会階層の違いに厳格

でない婚姻が進んだほか，欧米への移住などでそ

の人口自体が激減し，ヨーロッパ系白人社会自体

を維持することだけで精一杯だったと考えるから

だ．特に 1970~80 年代，アメリカの公民権運動の

余波として，ブラック・パワー運動がトリニダー

ドに上陸してからは，ヨーロッパ系白人は自らの

社会的経済的特権を死守すべく，階層にこだわら

ずに一丸となっていたはずである．つまり，非ヨ

ーロッパ系の人々に悪として攻撃されている中，

植民地時代の古い価値観を持ち出し，ただでさえ

絶対数が少ないヨーロッパ系白人社会を社会階層

により分裂させたくはなかったであろう．そのよ

うな時代背景をよそに，ニコールはプランテーシ

ョンを所有する上流階層の家系であると強調する

ことを忘れなかった．それはやはり，ニコールの

認識の中に，一般的にはイギリス系は労働者階層

であるという，ヨーロッパ系白人社会の階層につ

いてのステレオタイプ的な認識があったからに他

ならない． 
 

(3) ガブリエラ 女性 60 代前半 

 次に紹介する「ほぼイギリス系」だというガブ

リエラは，上記ティモシーとニコールのように，

トリニダードに何代続く家系であるとか，父母・

祖父母の職業は何であったかとかいうことには一

切触れずに，自身の家系の背景を紹介した． 
 

「私たちの家系はほぼイギリス系です．少しスペ
イン，フランス，ベネズエラ，ポルトガルの血が少
しどこかで入っているけれど，私たちは白人です．
私たちは白人だったというべきかしら．私の甥は，
中国系の女の子と同棲しています．とても良い子
です．だから私たちの家系に中国の血がすぐに入
るかもしれません．とてもいい子で，浅黒い肌を

持つ中国系の子ですが，決して黒人でもインド系
でもありません．」 

We are mainly English…. Some in the line, 
there are some Spanish, French, 
Venezuelan, and Portuguese, but we are 
white…. We were white… my nephew are 
now living with a Chinese…well, local 
Chinese girl….nice, nice girl… so we 
may have Chinese in us soon. She is nice, 
she is a local Chinese, with a dark tone of 
skin, but not black or Indian…  

 

ヨーロッパ大陸にはない南米ベネズエラの血が

入っていても白人であるとの発言だが，ベネズエ

ラの歴史や民族構成を見ると，スペインの血が強

い人々の存在がある[105]．そのためガブリエラの語

りに紹介されるベネズエラ出身者は，スペイン系

の身体的特徴を持つ人物なのであろう．ガブリエ

ラは，自身の家系をヨーロッパ系白人であると述

べたが，甥と中国系の女性が同棲しており，近い

うちに子どもができる可能性があることを発言し

た．嫌悪や拒否感などを表すこともなく，淡々と

ヨーロッパ系白人の甥と浅黒い肌を持つ中国系ト

リニダード人との間に子どもができたら，家系に

中国系の血が入ったことになり，家系が「白人だ

った」という状況になるだろうと発言した． 
執筆者は，甥が混血の子どもを持つかもしれな

いことについてどう思うかと聞くと，「今のこのグ

ローバルな社会では，白人としか結婚できないと

は言えない」，「今の時代，結婚を反対したら，子ど

もが親から離れていってしまう」と発言した．反

対はしないけれど，決して手放しで喜ぶ結婚では

ないようである．しかし執筆者は，甥と中国系の

女性との結婚について聞いたのではなく，彼らの

混血の子どもが生まれることについてどう思うか

と聞いた．またガブリエラも，甥が中国系の女性

と結婚するかもしれないと述べるのではなく，「中

国の血が入るかもしれない [we may have Chinese 
in us]」とだけ述べたはずである．ここで執筆者は，

先行研究で紹介した，たとえ自分の息子と非ヨー

ロッパ系女性との間に子どもができても，非ヨー

ロッパ系女性と自分の息子との結婚は望まないと

明言したある母親の語りを思い出した[106]．ガブリ

エラも，その「とてもいい子」で「浅黒い肌を持つ

中国系の子」について，「黒人でもインド系でも」

ないことを強調した上で，その子と甥との間に混



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 28 2018 

 

旧英領カリブ海地域における白人性の多様性 681 

 

血の子どもが生まれる可能性については明言した

が，その二人の結婚の可能性については口を濁し

た．そしてその可能性を明言する代わりに，一般

論として，異人種間結婚を受け入れなければいけ

ないと理解していることを婉曲に表現した． 

ヨーロッパ系白人の甥と中国系トリニダード人

との間の混血の子どもについて，ガブリエラは，

「今はどんな人でもいい生活が送れるから大丈夫 
[It is ok…because any kind of people could have a good 

life these days]」と言いながらも，決して積極的に

歓迎する選択ではないことを感じさせる．ここで

の「どんな人でもいい生活が送れる」について，ガ

ブリエラの真意を確認してみた．すると以下のよ

うに発言した． 
 

「私が子どもの頃は，どの分野でも白さが成功の
条件だった．だけど今はどんな人種でも成功して
いい生活を送ることができるチャンスはあるよう
に思う．」 

When I was little, if you want to be 
successful in any kind of field, you have 
to be white. You got to be white, you 
know…. But, now, I think any kind of 
people, no matter if you are white or black, 
or mixed, if you try hard, you can be 
successful and have a good life. 

 

 ここでのガブリエラの「いい生活」とは，衣食住

に事足り，子どもに良い教育を受けさせることが

できて，きちんとした仕事に就いていることだと

いう．ヨーロッパ系白人と中国系の混血の子ども

も，私たちヨーロッパ系白人と同じ様な「いい生

活」が送れるような世の中になったから大丈夫と

いう含意を持つ語りから，ガブリエラはヨーロッ

パ系白人であることは様々な面で社会的に有利で

あることを認識していることが明らかである．さ

らにガブリエラは，現代のグローバル化が進んだ

トリニダードでは異人種間結婚と混血が増え，ヨ

ーロッパ系白人の絶対数が減ったため，社会が変

わったこと，そして家系が白くなくなってしまう

ことは本意ではないことを暗示し，混血であって

も徹底的に不利になることはない社会になったか

ら仕方がないという感覚を持っていることを示し

た． 
 

 

(4) マイケル 男性 50 代後半 
次のマイケルは，トリニダードでは名高いフラ

ンス系の出身である．フランス系は，フランス系

同士で結婚することが多く，1970～80 年代頃まで

は，従兄弟・従姉妹同士の結婚が珍しくなかった．

これは白人としての純血性を守るため，またフラ

ンス系であることを守り抜くためであった．しか

し近年，その慣習は近親婚の悪影響が子どもの心

身状態に出てくることが明らかになってきている．

また 70 年～80 年代に盛んになったブラック・パ

ワー運動の結果，ヨーロッパ系白人の社会的優位

が脅かされるようになり欧米への移住が進み，フ

ランス系も含めた全体的なヨーロッパ系白人人口

が激減した．そのため，フランス系の人々は白さ

を保つためだけに，結婚相手をフランス系に限定

しておられず，広くヨーロッパ系白人との結婚も

認めざるを得なくなったといういきさつがある．

マイケルは，父方は祖父母の代までは完全なフラ

ンス系と認めた上で，自身が結婚を決めたときの

親族の反応を披露してくれた． 
 

「僕とミランダが結婚を決めて，結婚式の招待状
を用意していたとき，もちろん僕のおばさんたち
は，マイケルが結婚するかわいい子は誰かしら，
って知りたがっていたんだ．で，ミランダの苗字
を見て，＊＊＊＊＊？それってフランス系の苗字
じゃないわよね．彼女は何者？何をしている人？
って騒いだらしい．僕に向かって言ったんじゃな
くて，また聞きだった話題は，ミランダがちょっ
と黒すぎるって．アフリカ系との混血ではないの
に．そう．だからそういったことを気にする人の
疑問はあったよ．なんというか，そういうことを
問われるなんて，予想していたとは言わない．で
も僕の家族の中だけだったら，それまでそういう
ことを気にすることはなかったから，ショックを
受けた．僕の姉さんやお母さんは，黒かったり，イ
ンド系だったり，混血だったりする色々な友達が
いたし．だから僕はちょっとショックを受けた．
僕とミランダは笑い飛ばしたんだ．ミランダも笑
い飛ばしたよ．ただ馬鹿げていると思った．そう
だね，僕は，なんというか，なんだこれは？と思っ
たし，馬鹿な白人たちだと気にしないことにした．
今でも単純に，馬鹿げてると思うよ．」 

…when we decided we were going to get 
married and give out invitations, of course 
my aunts wanted to know who is this 
lovely girl that Michael is getting married 
to, [family name]? That’s not a French 
Creole name, what is she, who is she? 
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There were comments brought back to me, 
I didn’t hear it first hand, that they thought 
that Miranda was a little too brown. But 
she’s not…So yes there was a little 
question as to that. That was actually, I 
won’t say expected, I was shocked 
because that doesn’t happen in my family, 
in my immediate household, that doesn’t 
happen. My sisters and mother always had 
friends that were dark, Indian people, red, 
whatever you want to call them. So I was 
a little shocked, we laughed it off, 
Miranda laughed it off. It was just silly. 
Yes, I was a little bit…, what the hell is 
this and I brushed it off as stupid White 
people…I just think it was silly… 

 

 中国系とポルトガル系の混血であるミランダと

結婚を決めたマイケルは，一部の親族がミランダ

の苗字からフランス系でないことを悟った上で，

ミランダの肌の色が少し黒すぎる，つまりアフリ

カ系との混血でないかと疑っている者がいること

を人づてに聞いたという．マイケルは，自身が育

ってきた家庭では人種差別や人種に対する偏見が

なかったから，自分が選んだ妻に対し，彼女の肌

の色が原因で出自を知ろうと大騒ぎする親族に驚

いたという．そしてマイケルは，その親族の騒ぎ

ぶりを無視し，そんな騒ぎは全然気にならないと

述べ，妻の肌の色が黒すぎるかどうかで大騒ぎす

る親族を「馬鹿な白人 [stupid white people]」と呼

んだ． 
しかし，である．マイケル自身で，自分は人種差

別や偏見はないと何度も発言してきたが，自身の

妻になるミランダが，親族にアフリカ系との混血

を疑われたエピソードの中では，まっさきにアフ

リカ系との混血を否定している．本当に人種差別・

偏見がないのであれば，アフリカ系との混血の可

能性を，もしくはミランダの肌が少し黒すぎるこ

とを，否定する必要はないのではないか．執筆者

には，中国系とポルトガル系の混血であるミラン

ダは，純血のヨーロッパ系白人には見えない．執

筆者はミランダのポルトガル系の父親と長年にわ

たり懇意にしているが，彼は茶色い髪に青い目を

していて，いわゆるヨーロッパ系白人の身体的特

徴を備えている．ミランダがヨーロッパ系白人に

は見えない理由としては，確定的なアフリカ系や

インド系の身体的特徴を所有しているわけではな

いが，顔立ちや肌の色が，たとえば本稿で紹介し

たニコールとは異なり，その要素は明確ではない

が色々なものが混ざっている感じを持つためであ

る．中国系も 3 世，4 世にもなると，常にカリブ海

の強烈な日差しを受け続けているためか，肌の色

は濃くなっていくものである．よって 2 代また 3

代前の祖先が「人種的に」何であるかは不明であ

るが，身体的特徴が純血のヨーロッパ系白人でな

いミランダの「ちょっと黒すぎる」肌の色につい

て，アフリカ系との混血でないことを即座に否定

するマイケルが，人種について偏見・差別がない

と繰り返し発言するのは，いささか不思議な感じ

がした． 

また母親や姉に，非ヨーロッパ系の友人がいた

からといって，彼女たちが人種差別をしないとは

限らないし，家族としてマイケルの結婚相手に最

適だと思う特別な人種がいるかもしれない．ヨー

ロッパ系白人の常套句である，非ヨーロッパ系の

「知人がいる」や「友達になれる」，また「友人が

いた」は，自身や，自身の環境が人種差別をするも

のではないことを強調するときに用いられる言い

回しである．執筆者の先行研究では[107]，「誰とでも

仲良くなれる」と強調した，ある若い 20 代前半の

フランス系トリニダード人の女性が，一緒にいて

居心地が良く快適なままいられる相手 [comfort 

zone]はヨーロッパ系白人であり，自身の結婚相手

として完全に黒い人には魅力を感じないとも発言

していた．よってマイケルの家族は，マイケルに

直接はミランダの属性について疑問や不満を表明

したことはないかもしれないが，表明しないこと

が疑問や不満を持っていないことであるとは限ら

ない． 
とはいえ，トリニダードのフランス系名家とし

て有名な苗字を持つマイケルの両親は，マイケル

がヨーロッパ系白人でない女性と結婚しても構わ

ないと常々伝えていたようである．マイケルは父

親の苗字を継いでおり，自身をフランス系である

と発言したが，マイケルの母親はアイルランド系

の家系出身である．よってマイケルは完全なるフ

ランス系ではないのだが，苗字を継いだフランス

系により強い愛着と帰属意識があるという．マイ

ケルには二人の娘がいる．マイケルとしては，娘

が将来，どんな人種の男と結婚したいと言っても，

その人物が娘を大切にしてくれて釣り合う家庭出

身であれば歓迎だが，フランス系であることの誇

りは忘れないで欲しいと発言した．マイケルにと
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って，異人種間結婚は止められない時代になって

いるという．そのため，マイケルは，娘の選んだ相

手との結婚を禁止したところで，おとなしく娘が

諦めるわけがなく，「『お父さん，さようなら！[Bye, 
daddy!]』と言われて，娘と一生会えなくなってし

まうかもしれない危険は冒したくない」と笑いな

がら発言していた． 
 

(5) マーサ 女性 70 代後半 

次のマーサは，聞き取り調査をした中で最高齢

の女性である．現在住む高齢者用住宅には多くの

ヨーロッパ系白人が住む．マーサは，執筆者がマ

ーサを訪問するのを近所の住人に見られたくない

と明言したため，夜間，それもマーサの日常の就

寝時間を過ぎた午後 9 時 30 分に訪問した．トリニ

ダードのヨーロッパ系白人コミュニティは小さく

狭い．特に夫を亡くし独り身で余暇も経済的余裕

もある高齢のヨーロッパ系白人女性たちの間では，

誰がどこで何をしたか，またどこの誰が誰と何に

ついて喧嘩したか，どこの誰がいつ亡くなり遺産

相続の動向はどうなったか等，詳細に情報が回る．

そのようなコミュニティで生活してきたマーサを，

いわゆる現地における「チャイニー [Chinee]」（東

洋系の総称）の身体的特徴が当てはまる執筆者が，

現地調査中であることがわかるような格好で訪問

すると，マーサが何かしらの調査に参加している

ことが広く知られるようになる．また何について

の調査かという情報も，想像を絶する速さで彼ら

のコミュニティに到達し回る．したがって，現在

のマーサの人間関係を含めた穏やかで静かな住環

境を守るため，執筆者は「日用品をデリバリーに

来た『チャイニー』」に扮して，調査機材を入れた

スーパーのビニール袋を両手に持ち，マーサの自

宅を訪問した．また「チャイニー」が一人でマーサ

を訪問している姿は強盗に疑われる可能性もあっ

たので，マーサを執筆者に紹介してくれたマーサ

の 50 代の娘を同伴した． 
ここまで徹底した偽装のもとに聞き取りに向か

ったのは，執筆者にとって初めての経験であった．

執筆者は，マーサから執筆者の訪問を人に知られ

たくないと伝えられた際には，マーサは聞き取り

されるのを好まないのだと勘ぐったが，決してそ

うではなかった．マーサはマーサなりに，ヨーロ

ッパ系白人の未亡人が多く住む高齢者用住宅で感

じることが多々あり，それをヨーロッパ系白人で

もない，トリニダード人でもない，完全な部外者

である執筆者に伝えたかったことがわかった． 
 

「私たちはイギリス系です．私の祖父はプラン
テーションを所有していました．ヨーロッパ系白
人とは何かって？それは，あなた，決まっている
じゃない．祖先がヨーロッパから来たとわかって
いる人．混血していない人．中国系ともインド系
とも．フランス系，ベネズエラ系，シリア・レバノ
ン系はいいわ．ポルトガル系も，まあ OK ね．私
たちは混血してないわよ．」 

We are English. What people call English 
Creole, you know. My grandfather owned 
a plantation in South. What is white? Well, 
you know, like us, we know our ancestors 
came from Europe. Not mixed. Not mixed 
with Chinese or Indian. French, 
Venezuelan, Syrian/Lebanese are good. 
Well, Portuguese…ok. We are unmixed!  

 

マーサもイギリス系であることを明かすと同時

に，プランテーションを所有する家系，つまり労

働者階層ではない家系であることを明らかにした．

そして混血の可能性を一蹴した．さらに上記の語

りからわかるのは，マーサにとって，肌がヨーロ

ッパ系白人のように白ければ，ヨーロッパ系白人

の仲間入りができるということである．色の白い

中国系の肌は「黄色がかっている[it’s too milky]」

と言い，中国系はどんなに肌の色が白くてもヨー

ロッパ系白人の仲間入りはできないようである．

インド系は，「色の白い若いインド系の女性はきれ

いだけれど，やっぱりだめ [fair skin young Indian 

girls are pretty, but they are “no no” to me]」 と発言

した． 

その一方で，中東出身アラブ系のシリア･レバノ

ン系との混血は，フランス系と並ぶほど快諾が可

能なようである．これは彼らのヨーロッパ系白人

に近い身体的特徴に加えて，トリニダード一とも

言われる経済力と，イスラム教徒でもヒンドゥー

教徒でもないキリスト教徒（多くはカトリック）

であるということも関係しているのかもしれない．

しかし，ポルトガル系になると，マーサに一瞬の

迷いが生じた．この迷いは，ポルトガル系のトリ

ニダードにおける歴史として，貧しい農業移民が

多かったこと，プランテーション労働者であった

こと，ラム酒などの小売業であったこと，そして

浅黒い肌を持つことに起因しているのであろう．
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カトリック教徒が大多数を占めるが，特に強い経

済力を持つわけでもなく，やや浅黒い肌を持つト

リニダードのポルトガル系は，伝統的に二次的な

ヨーロッパ系白人として見られることが多い．そ

のためであろうか，ポルトガル系との混血につい

ては，他ヨーロッパ系白人との混血が「Good」で

あるのに対し，ただの「OK」であった． 
一方，決してヨーロッパ大陸にはない南米ベネ

ズエラ出身者がフランス系の次に発話された．こ

こでのベネズエラ系というのは，トリニダードに

おいて「スパニッシュ」と呼ばれるカテゴリーの，

スペイン系でもヨーロッパ系でもないが，ヨーロ

ッパ系白人として認識される南欧系の身体的特徴

を持つ人々のことであろう．つまり黒い髪，黒い

目とややオリーブ色がかった白い肌である．話の

流れで，アフリカ系との混血についての考えを聞

こうとしたところ，質問を言い終わる前に，「ダメ．

ありえない．問題外．絶対にありえない． [No no. 

No way. Out of question. Absolutely not.]」と遮断さ

れた．マーサの語りの中で，アフリカ系が出てこ

なかったのは，言及を忘れていたのではなく，故

意であった． 
午後 9 時半に始まったマーサへの聞き取りは 2

時間以上に及んだ．ただでさえ，マーサの就寝時

間を過ぎてから聞き取りを始めたのに，午後 11 時

を過ぎてもマーサの伝えたいという気持ちの弱ま

りや疲れは見られず，ますます情熱的に興味深い

内容の語りを共有してくれた． 
 

「ここに住んでいるヨーロッパ系白人の婦人た
ちの中には，耳を疑うような人種差別的発言をす
る人もいるのよ．言葉では十分じゃないこともあ
って．正直にいうと，私はそういう環境で育って
きたから，黒人は劣っていると思ってしまうの．
植えつけられているの．そうやって生きてきたか
ら．それが真実かどうかはどうでもいいの．でも
私は，白人でなくても，彼らも同じ人間だと思う
の．でも一部の人は，メイドを動物以下のように
扱うの．あきらかに犬以下ね．犬の方がかわいが
られているわ．犬を叩いたりしないでしょう．そ
して自分たちは優遇されて当然だと思っている人
もいる．例えば，この集合住宅の駐車場に自分が
どこに駐車するかが大問題なわけ．混血の人や黒
人が，自分たちよりエレベーターに近い駐車スペ
ースに駐車したら怒るわけ．私たちがエレベータ
ーの近くに駐車する権利があるとか言って．まだ
普通に歩ける人よ．ここには車椅子の人とか，脳
溢血を経験した人とかが住んでいるの．太っちゃ

ったわと言って，ジムに行って，トレッドミルの
上で，なめくじの様に，のろのろとウォーキング
するくらいなら，エレベーターから一番遠いとこ
ろに駐車して歩けばいいじゃない！馬鹿げた話
よ！」 

Some of the white ladies here say things 
like unbelievably racist comments. 
Sometimes saying is not enough for 
them… Honestly, I was living in a certain 
environment, and I know that makes me 
think black people are inferior. It is 
planted. That is our way of living. It does 
not matter if it is true or not. It really does 
not matter…and I think even if they are 
not white, they are humans too. Again, 
some of them treat their maids like less 
than animals…apparently, less than dogs. 
They spoil dogs, but they do not beat up 
their dogs, right?... And they think they 
should be treated better. Like, for them, 
parking spots in this compound’s parking 
lot is a huge issue. Non-white people and 
black people cannot park closer to the 
elevator. It bothers them. It does not 
bother me. But it does to them. Stupid! 
They are the ones who have rights to park 
closest to the elevator. What about older 
people? What about disabled people? 
They can walk, you know. There are 
wheeled people. People experienced 
stroke. They say they are getting on 
weight, they go to gym, and walk like a 
snail on a treadmill!! You go park farthest 
and walk!!! Nonsense!   

 

21 世紀現在，メイドという言葉も差別的であり，

政治的に不適切な言葉としての認識が広まってお

り，昔ながらのメイドの仕事に就いている者は「ヘ

ルパー」と呼ばれるようになってきた．しかし，こ

こではマーサの語りのまま，メイドという言葉を

用いる． 

マーサは，自身が「黒人は劣っている [black 

people are inferior]」と思ってしまう原因は，「そう

いう環境 [a certain environment]」で育ってきたか

らだと述べ，実際にアフリカ系の人々が自分たち

ヨーロッパ系白人より劣っているか否かという真

偽については，「どうでもいい [It does not matter]」

ことであると発言した．まず，「そういう環境」と

は，「アフリカ系の人々は劣っている．したがって

アフリカ系でない自分たちの方が優れている」と
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いう理論がまかり通っていた環境である．自らが

育ってきた環境では，アフリカ系の人々は農園で

の肉体労働や商店での荷物運搬などの単純労働に

就いていて，常に貧しく，ヨーロッパ系白人に使

われる役割であったという．そのことはマーサに

とって，「今の無秩序な社会と違って，とても秩序

立っていて平和だった． [unlike the chaotic society 
we have now, it was so ordered in peace.]」だったそう

だ． 

マーサは独立前のイギリス植民地時代のトリニ

ダードを知る人物である．ごくたまにスーツを着

ているアフリカ系の人物を見かけたことはあるが，

記憶の中のほとんどのアフリカ系の人々はヨーロ

ッパ系白人に雇われていたという．現在は非ヨー

ロッパ系の人々もヨーロッパ系白人と同じように

教育の機会があり，植民地時代にはヨーロッパ系

白人が占めていた専門職にも非ヨーロッパ系の

人々が就いている．マーサにとって，病院に行け

ばアフリカ系や中国系の医者もいる状況や，裁判

所に行けばインド系やアフリカ系の弁護士がいる

という状況は，自らの社会的・経済的領域を侵略

されているように感じ，「無秩序」に見えるのであ

ろう．さらに，植民地時代には圧倒的な経済力を

持っていたヨーロッパ系白人を凌ぐ経済力を持つ

非ヨーロッパ系の人々も現れていることに，非ヨ

ーロッパ系の人々の労働力を酷使したプランテー

ション経営で富を築いた自分たちヨーロッパ系白

人の特権を侵害されているように感じるのかもし

れない． 

マーサは，ヨーロッパ系白人婦人たちが問題視

する，誰がエレベーターに近い駐車場を取るかと

いうこと，また自らは，車椅子に乗る住民や，体が

不自由で十分に歩けない住民を差し置いてもエレ

ベーターに近い駐車場を使う権利があるというこ

とを，「馬鹿げた[Nonsense]」発想だと言っている．

おそらくそのヨーロッパ系白人婦人たちは，子ど

もの頃からすべてにおいて優遇される特権を享受

して生活してきたのだろう．植民地支配が独立と

いう終焉を迎え，非ヨーロッパ系の人々が経済力

をつけ，また彼女たちが幼少の頃よりもヨーロッ

パ系白人の人口が激減している状況では，高齢者

用集合住宅の人種的分離は不可能である．絶対的

少数であるヨーロッパ系白人は，絶対的大多数で

ある非ヨーロッパ系の空間に，少なくとも集合住

宅という限られたスペースの中では，平等な立場

として存在していかないといけない．そもそも，

非ヨーロッパ系白人と共に平等な立場の集合住宅

住人として暮らさなければいけないことが，特権

に慣れたヨーロッパ系白人の老婦人たちは不服な

のかもしれない．その不満の捌け口として暴力が

用いられることもあるだろう． 

マーサが就寝時間を過ぎた時間にまで執筆者に

会い，伝えたかったのは，マーサ自身は「黒人は劣

っていると思ってしまう」と認めながらも，それ

を言葉のみならず行動で表現する近所のヨーロッ

パ系白人の婦人たちの非人道的な人種差別的行為

であった．マーサは，その言葉だけでは事足らな

い人種差別的行為には「犬は叩かないけれど，メ

イドは叩く」ことが含まれることを明言した． 

執筆者は，白熱してサイドテーブルをバンバン

叩きながら身を乗り出して話し続けるマーサへ，

叩かれたメイドは叩かれたままなのか，やり返さ

ないのか，そのメイド職を辞めないのか，雇用主

を訴えないのかと聞いてみた． 
 

「一部の人はまだ植民地時代のメンタリティを
持ち続けている．亡霊みたいに．メイドにはどん
な仕打ちをしてもいいと考えているし．反対に，
メイド側も雇用主が絶対的なマスターであり，そ
れがすべて．口答えは許されないと思っているの
よ．でも，訴える？誰に？ヨーロッパ系白人コミ
ュニティの力を知っていたら，無駄に時間とお金
は費やさないわよ．政界にも司法にも私たちはま
だ強い力を持っているから．有力者とも関係があ
るし．何がなんでも，負けないわよ．」 

Some people still have colonial mentality. 
They are like ghosts. They think maids 
should accept anything and they can do 
anything to maids. On the other hand, 
many of them still think their employer is 
the absolute master and all that. They 
believe they cannot talk back, you know. 
But you said, sue? To who? To what? 
About what? If you are well aware of what 
we can do in this society, you don’t want 
to spend time and money, because that 
won’t bring anything. We are still strong 
in political fields as well as judiciary, you 
know. We know people… We will not lose 
no matter what.  

 
コンテクストから判断する限り，語りの中の「メ

イド」は非ヨーロッパ系白人であることは想像が
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ついたが，念のため確認してみたところ，「ヨーロ

ッパ系白人の女の子はメイドにはならないわ．

[White girls do not become maids. Just don’t.]」とのこ

とだった．ではインド系や中国系のメイドを雇っ

たことはあるかと聞くと，思いがけない質問だっ

たようで，しばし考えていた．そして，今までに自

分でも，自分が子どもの頃の家庭でも，周りを見

渡しても，住み込みのメイドはアフリカ系が多か

ったと発言した．またアフリカ系のメイドに慣れ

ているから，アフリカ系以外のメイドの可能性に

ついて考えたこともなかったと発言した．執筆者

がトリニダードに居住していた約 3 年半の間に雇

用したことのあるヘルパーの内訳は，アフリカ系

が一人，インド系が四人であった．これは執筆者

の周りの在留日本人と大差なく，多くの日本人が

インド系のヘルパーを雇用していた．他方，在留

アメリカ人の家庭ではアフリカ系が多く雇用され

ていたようである．在留イギリス人はインド系が

多く雇用され，在留フランス人はアフリカ系のヘ

ルパーを雇うことが多かったように記憶する．自

分のプライベートな空間に招き入れ，自分の身の

回りのことをしてもらうことに不安や不快感を抱

かない特定の「人種」があるのかどうかは本稿の

考察の対象外ではあるが，興味深い違いであると

感じた．このように，マーサの「メイドはアフリカ

系であるもの」という価値観も，マーサの幼少時

代からの経験を元に構成されていった． 

ここでマーサは，暴力を振るうことに罪の意識

を感じないメイド雇用主と，暴力を振るわれるま

まに受け止めるメイドの関係を「植民地時代のメ

ンタリティ[colonial mentality]」として表現した．こ

の場合の，メイド雇用主は 70 代のヨーロッパ系白

人女性であるが，彼女が暴力を振るう相手である

メイドは 20 代のアフリカ系女性である．植民地時

代の名残の中で育ってきた 70 代女性が，植民地時

代の支配者側のメンタリティを継承してきたのは，

まだ理解ができる．しかし，教育の機会もあり，自

由を謳歌できるはずの 20 代の若いアフリカ系女

性が，叩かれながら家事労働に従事していること

は信じがたかった．マーサによると，首都のファ

ストフード店で店員をするよりも高額な賃金が支

払われていること，またヨーロッパ系白人の家で

働いているということは，身上が明らかで信頼で

きるとみなされていることを意味するため，特に

不人気な職業ではないことは確かだとのことであ

る． 
さらなる暴力行為について聞いてみると，マー

サは，同じ集合住宅内に住むヨーロッパ系白人女

性が，18 世紀から家族に伝わる銀の杖でメイドを

殴ったり，つっついたりしていたのを見たことが

あると述べた．その銀の杖は，その女性の父母，ま

た祖父母もそれぞれの時代に雇用していたメイド

に「お仕置き [discipline]」するたびに使っていた

そうである．「ね？まだ一部のヨーロッパ系白人は

植民地時代を生きているのよ． [See? Some of us are 
living the colonial history.]」と憤慨しながら発言し

た． 

公式には現在トリニダードの人口の 0.7％しか

存在しないとされるヨーロッパ系白人であるが，

マーサは，21 世紀現在におけるヨーロッパ系白人

の政界や司法への影響力の大きさを示唆した．「ま

だ(still)」ということで，植民地時代にヨーロッパ

系白人が持っていた影響力をそのまま持ち続けて

いるということを表現したのであろう．どんなに

優秀な弁護士を立てて，ヨーロッパ系白人を訴え

ようとも，司法の場では平等に裁けないというこ

とを暗示している．これが，現在も絶対的少数で

最強のヨーロッパ系白人と言われる所以の一例で

あろう． 

バルバドスでの聞き取り調査に続いてトリニダ

ードで行った聞き取り調査の対象者は，バルバド

スと同様に，トリニダードにおいてヨーロッパ系

白人としてのアイデンティティを持ち，ヨーロッ

パ系白人としてトリニダードで暮らす者だけであ

った．しかしバルバドスの対象者と異なったのは，

トリニダードでの対象者は，全員が混血の可能性

を完全に否定し，純血のヨーロッパ系白人である

と主張したことである．そして自らは純血のヨー

ロッパ系白人であると強調するのと同時に，混血

の恋愛相手がいたり，非ヨーロッパ系の人々とも

友達になれるなどと発言したりし，徹底した人種

差別主義者ではないと示唆する者が多かった． 
他方で，自身が混血の子どもを作るということ，

つまり自分の家族の家系にヨーロッパ系白人以外

の血が入ることに関しては，徹底した拒否反応が

見られた．限りなく純血のヨーロッパ系白人に近

い身体的特徴の妻を持つ聞き取り対象者もいたが，

多くの既婚の聞き取り対象者のそれぞれの配偶者

は，写真で見る限り，少なくとも身体的特徴はヨ

ーロッパ系白人そのものであった．また親族にヨ
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ーロッパ系白人でない血が入ってくることに関し

ても，好ましく思わない反応を得た． 

トリニダードにおいては，聞き取り調査で得ら

れた語りをそのまま鵜呑みにすれば，混血してい

るヨーロッパ系白人はいないことになる．歴史的

に，完全な純血のヨーロッパ系白人の血筋を保つ

のは非常に難しく，ほぼ不可能であるといえる．

それが明らかなのに，なぜそこまでトリニダード

の対象者は自らのヨーロッパ系白人としての純血

性を主張するのか．今回の聞き取り調査でお会い

した対象者は，全員が本当に純血のヨーロッパ系

白人なのかもしれない．執筆者には，その科学的

事実はわからない．それは対象者が遺伝子検査を

受けない限り，彼らの「ヨーロッパ系白人」が何で

構成されているかは明らかにならない．しかし遺

伝子検査を自ら希望するトリニダードのヨーロッ

パ系白人は，あまり存在しないであろう．なぜな

ら，トリニダードのヨーロッパ系白人は，遺伝子

検査によって自身の人種背景の科学的事実を知る

よりも，社会的事実である彼らのヨーロッパ系白

人としての純血を，徹底して維持したいと願うか

らである． 
 

６．まとめと今後の課題 

これまで検討してきたように，本稿は，旧英領

カリブ海地域のうち，バルバドスとトリニダード

と呼ばれる二つの島におけるヨーロッパ系白人の

アイデンティティである白人性の多様性に着目し，

その違いや特徴を探った．17～18 世紀より本格的

にヨーロッパ列強に植民地化され，世界各地から

の労働者を受け入れてきたバルバドスとトリニダ

ードには，ヨーロッパ系白人と共に，アフリカ系

やインド系，中国系やシリア･レバノン系といった

世界各地出身の多人種･多民族が紛争などを一切

起こさずに，お互いの文化を尊重しながら共生し

ている社会が存在する． 

世界的にも稀な，その平和な多文化共生社会の

中で，ヨーロッパ系白人は絶対的少数の立場であ

り，総人口に対し，バルバドスが 2.7％，トリニダ

ードが 0.7％しか存在しない．しかし人口こそ少な

いが，彼らは植民地時代より圧倒的な経済的･政治

的･文化的な影響力を持ちつづけ，21 世紀の現代

社会においても社会的強者としての立場にいる者

が多い．この彼らが，イギリスからの独立以降，そ

の権力で他者を虐げ，支配しようとしてこなかっ

た姿勢こそが，現在の多文化共生社会を可能にし

てきたのである．この鍵を握るはずのヨーロッパ

系白人に関する研究の蓄積は，バルバドスとトリ

ニダードはもとより，カリブ海地域全体でもまだ

浅い．そのため本稿は，バルバドスとトリニダー

ドのヨーロッパ系白人が，非ヨーロッパ系白人と

どのような社会階層･階級を築き，その中でどのよ

うな軋轢を経験して，白人としてのアイデンティ

ティである白人性をどのように構築してきたのか

を明らかにする先駆的な研究の一端をまとめた．

つまり，今まで記録されてこなかった，絶対的少

数でありながら植民地時代から様々な影響力を持

ち続ける社会的強者であるヨーロッパ系白人の白

人性が，バルバドスとトリニダードの間でどのよ

うに違うのかを示した． 

本稿は，2016 年 8 月と 2017 年 2 月にバルバド

スとトリニダードにおいて，オーラル･ヒストリー

の理論で入手した，ヨーロッパ系白人の貴重な個

人の経験の語りを質的データとして提示し考察を

行った．これは白人性に関する研究，特にカリブ

海の白人性に関する研究は未だ少なく，科学的か

つ数量的に分析を行う量的研究が難しいからであ

る．そのため個人の経験を「史実」の一つとして認

め，個人の主張や誇張，思い込みなども含んだ語

りを，社会を構成する「事実」の一つとして扱い，

その「事実」を考察することで，その経験をした個

人が構成する社会の構造や，その社会での一般の

人々の暮らしの営みについて理解を進めることが

できると考えた． 

調査対象者としてのヨーロッパ白人の選択は，

バルバドスにおいては現地研究協力者に一任し，

トリニダードにおいては執筆者が既に持っていた

人的ネットワークを駆使した．調査対象者は，成

人で，最低 3 世代にわたりカリブ海地域に暮らし

ている者で，自身をヨーロッパ系白人と認識し，

ヨーロッパ系白人社会でもヨーロッパ系白人と認

識されている者とした．聞き取り調査は，選択さ

れた調査対象者のうち，本研究と聞き取り調査の

目的や方法などの詳細やプライバシー保護に関し

説明を受け承諾した者のみに対して行われた．聞

き取りは，約 1 時間を目安に計画された半構造化

インタビューで，調査対象者が希望した場所で行

われ，IC レコーダで録音された．その録音は文字

起こしされた後，読みやすいように，また語り手

の意図を壊さないようにヨーロッパ系白人の貴重
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な個人の経験の一次資料として再構築された． 
バルバドスとトリニダードにおいて入手した語

りからは，その二つの島における白人性の明らか

な違いが提示された．バルバドスにおいては，混

血でも身体的特徴がヨーロッパ系白人であれば，

ヨーロッパ系白人として認識されることがわかっ

た．それは時に，混血であるけれどもヨーロッパ

系白人であるということで，引用符付きの『白人』

とされる．そして，すべての調査対象者は身体的

特徴がヨーロッパ系白人そのものであったが，執

筆者に対して，自身が混血である事実を隠さない

者が多かった．また自身を純血のヨーロッパ系白

人と説明しながらも，混血の可能性を示唆した者

もいた．そのため，バルバドスでは混血であると

いう事実よりも，ヨーロッパ系白人としての身体

的特徴こそが現在の社会においてヨーロッパ系白

人として認識される要素であることは明らかであ

る．そして多くの調査対象者にとって，自身の家

系をヨーロッパ系白人のものとして保つことにも，

特別な思い入れがあるわけではなかった．同時に，

混血することに対して強い反対を表明する調査対

象者も多くなかった．そのためか調査対象者の配

偶者は，必ずしもヨーロッパ系白人であるという

わけではなかった． 

他方，トリニダードの調査対象者は，混血とい

う言葉自体にも嫌悪を示すほど，ヨーロッパ系白

人として純血であることを重要視していた．つま

り，ヨーロッパ系白人としての純血性が，トリニ

ダードにおいてはヨーロッパ系白人として認識さ

れるために欠かせない要素であるようだ．よって

トリニダードのヨーロッパ系白人にとって，混血

はタブーである．トリニダードの，またカリブ海

地域の歴史を考えると，完全に純血のヨーロッパ

系白人の家系を保つのは非常に難しく，不可能に

近いのであるが，それでも白人としての純血性を

守ってきたと主張する．このことから，トリニダ

ードにおいてどれほど純血性が重要視されてきた

かが理解できる．その一方で，グローバル化が進

んだ現代社会では，混血が進むことは自然である

ことを理解していると発言した者もいた． 
また，トリニダードにおけるヨーロッパ系白人

社会の階層について言及したのはフランス系であ

った．植民地時代のヨーロッパ系白人の職業に応

じた階層が，現代社会に生きる子孫にまで受継が

れているという主張であった．イギリス系も混ざ

っているもののフランス系だと自己認識する対象

者は，カリブ海の小さな島の，小さなヨーロッパ

系白人社会の階層の頂点を独占するのはフランス

系であると信じており，イギリス系とは一線を引

いて欲しいと発言した．その理由は，植民地時代

にはフランス系はプランテーション領主として広

大な領地を所有してきたが，イギリス系は商人や

植民地政府の役人であったことから，地主階層の

子孫であるフランス系の自身たちはイギリス系よ

り階層が上であるからとの主張であった．そして，

父祖が何世代にわたりトリニダードで生活してい

るか，つまりトリニダードに長く暮らしている家

系であればあるほど，「ヨーロッパ系白人」の階層

上部に属すことができるようだ． 

そしてトリニダードの年配の調査対象者は，非

ヨーロッパ系の人々に対する優位性を信じている

と何のためらいもなく表現した．この植民地時代

の白人優越主義を持ち続けていることを否定しな

い姿勢は，植民地時代に生きたかどうか，また植

民地時代の価値観の影響をどれだけ受けているか，

つまり調査対象者の年齢によって差異が見られる

ことがわかった． 
このように本稿ではバルバドスとトリニダード

におけるヨーロッパ系白人の白人性の違いを明ら

かにした．執筆者は，カリブ海の二つの島のヨー

ロッパ系白人の興味深い事実を提示することで，

カリブ海地域の白人性研究に一歩を踏み出したと

考える．とはいえ，この限られた本稿の紙面では，

その白人性がどのように構築されてきたのか，ど

のような社会の要素が白人性に影響を与えてきた

のか，などの問題について，多角的で包括的な白

人性に関する議論を深く行うことは明らかにでき

ていない．ヨーロッパ系白人が非ヨーロッパ系白

人と，どのような交流を持ち，その経験が彼らの

アイデンティティである白人性の構築にどのよう

な影響を与えてきたのかについては後続研究とし

てまとめたい．今後の課題として，バルバドスや

トリニダードをはじめとするカリブ海地域の歴史

や社会における多角的な理解を進めるため，過小

評価されてきたバルバドスとトリニダードのみな

らず，広くカリブ海地域の他の島々におけるヨー

ロッパ系白人が置かれた多様な背景の記録を引き

続き行っていきたい． 
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Abstract 

This paper explores questions of identity as a European-descended white, in the Caribbean islands of 

Barbados and Trinidad, and an examination of who is considered white and what constitutes their whiteness in 
relation to non-whites. In August 2016 and February 2017, oral history interviews were conducted in Barbados 

and Trinidad with adult participants who consider themselves white and who are considered white by other 
whites. The interviews were anonymously transcribed word-by-word, reconstructed into narratives without 

losing the participants’ intention and meaning, and then quoted in this paper's analysis. The research findings 

suggest that the European-descended whites in Barbados are willing to speak out about their racial background, 
that is, you could claim that you are “white” as far as your physical features allow. On the other hand, the 

European-descended whites in Trinidad insist on their racial purity as white, and show apparent discomfort 

with the idea of interracial marriage. While maintaining this concept of racial purity as white is difficult in the 
globalised Caribbean, colonial notions of whiteness still remain in these societies.  
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英国ウォーリック大学大学院 カリブ海地域研究所 社会調査（オーラル･ヒストリー） 人種・民族研究． 

専門は旧英領カリブ海地域におけるポストコロニアル社会の政治・経済，社会経済開発，社会問題．在ト

リニダード・トバゴ日本国大使館専門調査員や駐ガイアナ国連機関プログラム・オフィサー等として，ジ

ャマイカ，トリニダード・トバゴ，ガイアナ，バルバドス等，カリブ海地域での延べ 10 年間に亘る駐在

生活で見聞した問題を中心に研究している． 


